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１ 調査の概要 

 

１.１ 調査の実施概要 
 

（１）調査目的 

 

本市では、子ども・子育て支援法（平成 24 年法律第 65 号）に基づく新たな子ども・子育て支援の制

度（以下「子ども・子育て支援新制度」といいます。）の下で、教育・保育・子育て支援の充実を図るた

め、５年間を一期とする子ども・子育て支援事業計画を作成し、計画的に給付・事業を実施しています。 

 本調査は、令和 7 年度から開始する新たな「釧路市子ども・子育て支援事業計画」を策定するにあた

り、市民の教育・保育・子育て支援に関する「現在の利用状況」や「今後の利用希望」及び釧路市にお

ける子育て環境や子育てに関する意識と課題などを把握し、教育・保育・子育て支援の「量の見込み」

や地域実情を勘案した提供体制など、計画において盛り込むべき事項を審議するための基礎資料とする

ことを目的に実施しました。 

 

（２）調査対象者等 

 

調査票の種類 未就学児童 就学児童 

調査地域 釧路市全域 

調査対象者 
市内に在住の就学前の子ども（０歳か

ら５歳）のいる世帯の保護者 

市内に在住の就学児童（６歳から 11

歳）のいる世帯の保護者 

調査件数 2,400 世帯 2,600 世帯 

抽出方法 
令和５年３月 31 日現在の住民基本台帳による層化多段無作為抽出（地区人口

比別・年齢別・男女別） 

調査方法 
郵送配布・郵送回収、web 回答 

※あて名は児童の名前とし、回答者はその保護者としました。 

調査期間 令和６年３月 11日～令和６年３月 29日 

調査項目 別添調査票のとおり 
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（３）回収結果 

 

 未就学児童 就学児童 合計 

児童数※1 5,629 6,532 12,161 

抽出数 2,400 2,600 5,000 

送達数 2,369 2,596 4,965 

返戻数 31 4 35 

有効回収数※2 1,073 1,156 2,229 

有効回収率（対抽出数）(%) 44.7 44.5 44.6 

※１ 児童数については、令和５年 12 月 31 日現在の児童数 

※２ 有効回収数とは、回収数の内、無記入や拒否等の無効票数を除いた数 

 

 

 

 

 

【地区別回収率】 

 未就学児童 就学児童 

抽出数 有効回収数 有効回収率 抽出数 有効回収数 有効回収率 

東部地区 694 293 42.2% 807 328 40.6% 

中部地区 855 336 39.3% 882 374 42.4% 

西部地区 802 350 43.6% 850 347 40.8% 

阿寒本町地区 18 1 5.6% 29 3 10.3% 

阿寒湖温泉地区 16 6 37.5% 19 7 36.8% 

音別地区 15 7 46.7% 13 8 61.5% 

合計 2,400 993 41.4% 2,600 1,067 41.0% 

地区についての設問未回答者又は判別不能者（未就学児童 80名、就学児童 89 名） 

（備考） 

【東部地区】橋南地区（米町、南大通、弥生、千歳町、鶴ヶ岱、城山、緑ヶ岡、貝塚など） 

春採地区（興津、春採、武佐、桜ヶ岡、白樺台、桂恋など） 

【中部地区】橋北地区（北大通、栄町、旭町、幸町、寿、南浜町など） 

鉄北地区（若松町、堀川町、双葉町、共栄大通など） 

愛国地区（東川町、中園町、入江町、愛国、芦野、文苑、美原など） 

【西部地区】鳥取地区（鳥取、新富士町、昭和、北園など） 

大楽毛地区（大楽毛、星が浦、鶴野、山花、桜田、新野、鶴丘など） 
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【年齢別回収率】 

 抽出数 有効回収数 有効回収率 

０歳 323 169 52.3% 

１歳 337 145 43.0% 

２歳 382 179 46.9% 

３歳 418 195 46.7% 

４歳 455 195 42.9% 

５歳 485 166 34.2% 

６歳 354 158 44.6% 

７歳 425 182 42.8% 

８歳 476 224 47.1% 

９歳 489 228 46.6% 

10歳 415 178 42.9% 

11歳 441 168 38.1% 

合計 5,000 2,187 43.7% 

あて名の子どもの生年月に関する設問未回答者（未就学児童 24 名、就学児童 18 名） 
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１.２ 調査分析の考え方 
 

（１）調査票設計 

本調査票は、国が示した調査項目に市独自の設問を加え、未就学児童・就学児童の保護者が回答

できるよう設計しました。 

 

（２）集計分析 

 ● 調査結果 

 未就学児童・就学児童別の状況がわかるように年齢別のクロス集計を行いました。 

● 属性による集計 

教育・保育事業の利用ニーズや子育てに関する事項等は、回答者の属性によって異なることか

ら、以下のようなクロス集計を行いました。 

①母親の就労状況別集計 

教育・保育事業の利用状況やニーズは保護者の就労状況に大きく影響を受けることから、母親の

就労状況別に分類しました（父親はほぼ 100％が就労しており、分類しない）。 

なお、国が示している教育・保育事業については、「幼稚園」「認可保育所」「認定こども園」「地

域型保育事業」「その他」「利用していない」に重複を除外して集計し、分類しました。 

②世帯構成別集計 

本調査結果では、両親とも同居している世帯からの回答がほとんどを占めていますが、ひとり親

世帯は、特に子育てにかかる教育・保育に対するニーズが高い可能性があることから、世帯構成別

に分類しました。 

③世帯年収別集計 

本調査では、地域子育て支援拠点事業等の利用者の多くが０～２歳児の家庭となっており、市の

子育て支援拠点事業の利用状況は、利用ニーズに影響する可能性もあることから０～２歳児の子

どもの人数別に分類しました。 

 

（３）数値等の基本的な取り扱いについて 

 ● 本報告書内の図表においては、有効回答数を「ｎ=○○○」と表記しています。 

 ● 比率はすべて百分率（％）で表し、小数点以下２位を四捨五入して算出しています。したがって、

合計が 100％を上下する場合があります。 

 ● 各比率はｎを 100％として算出しています。したがって、複数回答の設問はすべての比率を合計

すると 100.0％を超えることがあります。 

 ● 図表中では、スペースの都合で選択肢名などを一部省略している場合があります。 

 ● 年齢算定基準日は、令和 5年３月３１日としています。 
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２ 調査結果 

 

２.１ 子どもと家族の状況について 
 

（１）居住地区 

●未就学児童：問１［就学児童：問１］ 

お住まいの地区をご記入ください。 

 

○回答者の地区別構成比は、市内児童人口の地区別構成比とほぼ一致しています。 

 

 

（注）市内就学児童については、令和５年 12月末現在の児童数 

 

（注）市内未就学児童については、令和５年 12 月末現在の児童数 

30.8

33.9

33.2

1.0

0.6

0.5

0.0

28.4

32.4

30.0

0.3

0.6

0.7

7.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

東部地区

中部地区

西部地区

阿寒本町地区

阿寒湖温泉地区

音別地区

無回答

【就学児童】

市内就学児童人口の地区別構成(n=6,202)

回答者の地区別構成(n=1,156)

28.4

35.3

34.5

0.6

0.6

0.6

0.0

27.3

31.3

32.6

0.1

0.6

0.7

7.5

0% 20% 40%

東部地区

中部地区

西部地区

阿寒本町地区

阿寒湖温泉地区

音別地区

無回答

【未就学児童】

市内未就学児童人口の地区別構成(n=4,757)

回答者の地区別構成(n=1,073)
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（２）あて名の子どもの年齢と子どもの人数 

●未就学児童：問２［就学児童：問２］ 

あて名のお子さんの生年月は次のうちどれに該当しますか。［小学校の何年生ですか］（１つに〇）

また、あて名のお子さんを含めたお子さんの人数を（ ）内にご記入ください。 

○調査票の回収状況は、ほぼ市内児童人口の年齢構成割合どおりの回答となっています。 

○子どもの人数は「２人」が 4 割台半ばで最も多く、次いで「１人」が 3割強となっています。 

 

 

（注）市内児童人口については、令和５年 12月末現在の児童数 

 

5.8

6.6

7.0

7.7

7.6

8.7

8.0

9.3

9.6

9.5

9.8

10.4

7.6

6.5

8.0

8.7

8.7

7.4

7.1

8.2

10.0

10.2

8.0

7.5

1.9

0% 5% 10% 15% 20%

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳

8歳

9歳

10歳

11歳

無回答

あて名の子どもの年齢（単数回答）

市内人口の年齢構成(n=10,959)

回答数の年齢構成(n=2,229)

31.3 45.4 17.2

4.2

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,229)

子どもの人数（単数回答）

1人 2人 3人 4人以上 無回答
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（３）調査票の回答者 

●未就学児童：問３［就学児童：問３］ 

この調査票にご回答いただく方をお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

続柄はあて名のお子さんからみた関係です。 

 

○調査票の回答者は、「母親」が 8割台半ばで多くなっています。 

 

 

 

（４）回答者の配偶関係 

●未就学児童：問４［就学児童：問４］ 

この調査票に回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。 

（あてはまる番号１つに○） 

 

○回答者の配偶関係は、「配偶者がいる」が８割台半ばで多くなっています。 

 

 

85.8 14.0 0.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,229)

調査票の回答者（単数回答）

母親 父親 その他 無回答

85.8 13.9 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,229)

回答者の配偶関係（単数回答）

配偶者がいる 配偶者はいない 無回答
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（５）同居の家族 

●未就学児童：問５［就学児童：問５］ 

あて名のお子さんと同居されている方をお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

続柄はあて名のお子さんからみた関係です。 

 

○回答から家族構成を集計したところ、両親が同居している家族は７割台半ば～８割台半ばであり、

母子のみで構成された家族は１割台半ば、父子のみで構成された家族はごくわずかとなっています。 

 

 

 

74.9

6.3

8.5

3.8

1.6

1.9

0.7

1.0

1.2

0.0

78.2

5.9

6.9

4.3

1.4

1.2

1.1

0.4

0.4

0.4

80.4

6.3

4.9

4.9

1.6

0.2

0.2

0.5

0.7

0.4

83.8

3.7

2.6

5.9

1.0

1.2

0.2

0.4

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

両親が同居

母親のみ

母親ときょうだいのみ

母親と祖父母等

父親のみ

父親ときょうだいのみ

父親と祖父母等

父母いずれも同居なし（祖父母あり）

その他

無回答

家族構成【詳細】

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

79.0 16.2

3.1 0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2,229)

家族構成【４分類】

両親が同居 母子のみ 父子のみ 父母いずれも同居なし 無回答
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（６）子育てに日常的に関わっている人・施設 

●未就学児童：問６［就学児童：問６］ 

あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方・施設をお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

 

○「父母ともに」が６割台半ば～７割台半ばで最も多く、次いで「主に母親」が３割弱～３割台半ば

となっています。 

○３～５歳では「認定こども園」が約４割台半ば、「幼稚園」が３割強と「父母ともに」に次いで多く

なっています。０～２歳では「父母ともに」「主に母親」に次いで「認定こども園」が２割台半ば、

「保育所」が約２割と多くなっています。 

○３～５歳では「保育所」が約２割となっています。 

○「その他」の回答では、５歳以下では「きょうだい」「児童発達支援センター」「叔父・叔母」「療育

施設」などがあげられており、６歳以上では「小学校」「放課後等デイサービス」「児童館」「学童保

育」「療育施設」などがあげられます。 

 

 

 

 

65.3

35.7

2.4

8.5

0.0

0.2

0.2

0.2

0.3

10.6

0.0

68.6

34.9

2.5

12.8

1.2

1.6

0.9

0.5

0.2

15.6

0.4

71.8

27.3

2.0

12.9

31.1

20.1

45.0

0.2

0.5

8.3

0.2

73.4

31.0

0.6

17.6

9.5

20.5

26.0

2.2

2.0

7.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

幼稚園

保育所

認定こども園

小規模保育

家庭的保育

その他

無回答

子育てに日常的に関わっている人・施設（複数回答）

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)
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（７）世帯年収 

●未就学児童：問７［就学児童：問７］ 

ご家庭の年間収入はどのくらいですか。世帯全員の合計でお答えください。 

（あてはまる番号１つに○） 

 

○「500 万円以上 700 万円未満」が３割弱～３割強で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.1

7.0

7.3

10.8

13.2

27.5

23.3

8.2

0.5

2.3

5.1

6.4

12.6

15.4

31.7

15.8

8.7

2.0

2.5

6.1

6.5

12.4

18.0

29.9

16.0

7.0

1.6

3.7

3.4

6.9

14.2

18.1

28.0

19.7

4.1

2.0

0% 20% 40%

100万円未満

100万円以上200万円未満

200万円以上300万円未満

300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満

500万円以上700万円未満

700万円以上1000万円未満

1000万円以上

無回答

世帯年収（単数回答）

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)
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２.２ 子育て環境について 
 

（１）日頃、子どもをみてもらえる親戚・知人の有無 

●未就学児童：問８［就学児童：問８］ 

日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人についてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

 

○「緊急時には祖父母等の親族にみてもらえる」が５割台半ば～６割強で最も多く、次いで「日常的

に祖父母等の親族にみてもらえる」が３割弱～３割台半ばとなっており、多くの家庭で祖父母等の

支援が得られている一方で、「いずれもいない」は１割台半ば～２割弱となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.7

54.0

2.6

14.5

18.3

0.0

29.8

58.2

2.7

8.9

16.8

0.0

29.3

62.1

2.2

8.1

15.8

0.2

35.1

55.4

2.0

9.5

17.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時には祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に友人・知人にみてもらえる

緊急時には友人・知人にみてもらえる

いずれもいない

無回答

日頃、子どもをみてもらえる親戚・知人の有無（複数回答）

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)
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（２）子育てをする上での相談先 

●未就学児童：問９［就学児童：問９］ 

子育てをする上で、気軽に相談できる人・場所についてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

○「祖父母等の親族」が約７割～約８割、「友人や知人」が６割台半ば～約７割で多くなっています。 

○０～２歳では「保育士」が３割強、「子育て支援施設」が 1割台半ば、３～５歳では「幼稚園教諭」

が２割台半ば、「保育士」が約３割、６歳以上では、「学校教諭」が２割台半ば～３割弱となってい

ます。 

○「相談できる人・場所はない」との回答は１割未満であり、ほとんどの回答者は、相談できる人、

場所があると回答しています。 

 

 

 

 

 

 

70.6

66.9

4.0

2.8

1.0

0.7

1.9

0.9

23.9

0.3

0.2

8.0

0.3

3.8

5.4

1.9

75.0

68.6

4.1

4.6

1.1

2.8

7.4

1.8

28.0

0.4

0.4

7.6

1.4

3.9

5.9

0.4

78.6

68.9

3.2

9.2

1.1

29.9

1.3

25.7

4.1

0.0

0.0

8.5

2.9

3.8

4.5

0.2

79.9

70.4

3.2

16.8

0.4

31.8

1.2

10.3

1.8

0.0

0.2

10.8

6.3

2.8

3.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設

児童相談所

保育士

児童館職員

幼稚園教諭

学校教諭

市の教育委員会

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

市の子育て関連担当窓口

その他

相談できる人・場所はない

無回答

子育てをする上での相談先（複数回答）

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)
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２.３ 保護者の就労状況について 
 

（１）母親の就労状況 

①【母親】就労状況 

●未就学児童：問 10（１）［就学児童：問 10（１）］ 

保護者の就労状況（自営業、家族従事者を含む）についてお答えください。 

（あてはまる番号１つに○） 

○母親の就労状況について、０～２歳では「就労している（フルタイム）」と「就労している（パート・

アルバイト）」を合わせると約５割となっています。 

○３歳以上では「就労している（パート・アルバイト）」が３割台半ば～４割台半ばで最も多く、次い

で「就労している（フルタイム）」が３割台半ばとなっており、6 歳以上については「就労している

（フルタイム）」と「就労している（パート・アルバイト）」を合わせると８割弱となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.7

34.0

36.7

27.0

41.5

44.3

37.1

23.1

0.5

1.2

3.1

16.6

0.7

0.7

1.1

2.6

16.7

15.8

19.4

27.4

1.7

2.5

1.6

2.0

3.0

1.4

1.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

【母親】就労状況（単数回答）

就労している（フルタイム） 就労している（パート・アルバイト）

就労中（フルタイムで産休・育休・介護休業中） 就労中（パートタイム・アルバイトで産休・育休・介護休業中）

以前は就労していたが、現在は就労していない これまで就労したことがない

無回答
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②【母親】就労日数・就労時間等 

●未就学児童：問 11（１）［就学児童：問 11（１）］ 

問 10（１）［問 10（１）］で「１.」～「４.」（就労中）と回答した人のみ 

就労日数・時間（残業含む）などについてご記入ください。 

○就労日数については、「週５日」が６割強～7割弱で最も多くなっています。 

○就労時間については、「８時間以上」が３割強～約５割とフルタイムでの就労が多くなっており、

次いで「５～８時間未満」が、３割台と多くなっています。 

○０～２歳では「８時間以上」が約５割で最も多くなっているほか、「５時間未満」の割合が他の年

齢区分に比べて少なくなっています。 

 

 

 

2.0

21.6

62.2

10.7

3.6

3.5

22.5

62.0

9.5

2.4

3.5

22.6

61.2

9.9

2.8

1.8

14.6

68.4

11.7

3.5

0% 20% 40% 60% 80%

週1～2日

週3～4日

週5日

週6日以上

無回答

【母親】就労日数／週（単数回答）

9-11歳(n=450)

6-8歳(n=453)

3-5歳(n=433)

0-2歳(n=342)

21.8

35.1

39.8

3.3

19.9

38.4

38.9

2.9

16.4

37.0

43.4

3.2

9.4

35.1

50.3

5.3

0% 20% 40% 60%

5時間未満

5～8時間未満

8時間以上

無回答

【母親】就労時間／日（単数回答）

9-11歳(n=450)

6-8歳(n=453)

3-5歳(n=433)

0-2歳(n=342)
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○家を出る時刻については、「７～９時台」が８割台半ば～９割弱で最も多くなっています。 

○帰宅時刻については、「18～19 時台」が３割強～5 割弱で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

  

0.2

1.3

86.2

8.9

3.3

0.2

1.1

85.0

10.8

2.9

0.0

0.7

88.2

7.2

3.9

0.0

0.3

88.0

5.8

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0～3時台

4～6時台

7～9時台

10時以降

無回答

【母親】家を出る時刻（単数回答）

9-11歳(n=450)

6-8歳(n=453)

3-5歳(n=433)

0-2歳(n=342)

3.1

31.8

23.8

33.1

3.6

0.7

4.0

2.2

31.1

26.0

34.7

2.0

0.7

3.3

1.4

21.9

28.9

41.6

1.2

0.7

4.4

1.2

10.8

32.5

47.1

1.2

0.9

6.4

0% 20% 40% 60%

12時前

12～15時台

16～17時台

18～19時台

20～21時台

22時以降

無回答

【母親】帰宅時刻（単数回答）

9-11歳(n=450)

6-8歳(n=453)

3-5歳(n=433)

0-2歳(n=342)
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③【母親】パートタイム等からのフルタイムへの転換希望 

●未就学児童：問 12（１）［就学児童：問 12（１）］ 

問 10（１）［問 10（１）］で「２.」「４.」のいずれか（パートタイム・アルバイト）と回答した人

のみ 

パートタイム・アルバイトからフルタイムへの転換希望についてお答えください。（あてはまる番

号１つに○） 

○母親のパートタイム等からのフルタイムへの転換希望については、「パートタイム・アルバイトを

続けることを希望」が約 5 割～６割台半ばで最も多くなっています。 

○フルタイム勤務を希望（「転換希望があり、実現できる見込みがある」と「転換希望はあるが、実

現できる見込みはない」の合計）は 3割弱～３割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.8

7.1

8.5

15.7

22.7

21.3

25.0

21.3

66.1

66.1

58.0

50.4

3.3

3.9

5.7

7.9

2.1

1.6

2.8

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=242)

6-8歳(n=254)

3-5歳(n=212)

0-2歳(n=127)

【母親】パートタイム等からのフルタイムへの転換希望（単数回答）

転換希望があり、実現できる見込みがある 転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パートタイム・アルバイトを続けることを希望 就労をやめて子育てや家事に専念したい

無回答
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④【母親】現在就労していない人の今後の就労希望 

●未就学児童：問 13（１）［就学児童：問 13（１）］ 

問 10（１）［問 10（１）］で「５.」「６.」のいずれか（現在就労していない）と回答した人のみ 

就労希望についてお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

また、下記で「２．」を選んだ方は（ ）内に数字でお答えください。 

○５歳以下では「１年より先で子どもの成長後に就労したい」が４割弱～４割強で最も多くなって

います。 

○６歳以上では「子育てや家事などに専念したい」が４割弱～約４割で最も多くなっている一方、

５歳以下に比べ、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が多くなっています。 

○「末子が何歳になったら就労したいか」に回答した母親の就労のタイミングについては、０～２

歳では「３～５歳」が５割強で最も多く、３～５歳、６～８歳では「６～８歳」が４割強～５割

台半ばで最も多く、９～11 歳では「12 歳以上」が４割台半ばと多くなっています。 

 

 

 

 

40.6

38.8

35.0

25.5

17.9

25.2

38.5

42.8

38.7

35.0

24.8

29.7

2.8

1.0

1.7

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=106)

6-8歳(n=103)

3-5歳(n=117)

0-2歳(n=145)

【母親】現在就労していない人の今後の就労希望（単数回答）

子育てや家事などに専念したい １年より先で子どもの成長後に就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 無回答

0.0

7.7

11.1

24.2

10.5

23.1

28.9

53.2

26.3

42.3

55.6

17.7

5.3

19.2

0.0

3.2

47.4

7.7

2.2

0.0

10.5

0.0

2.2

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=19)

6-8歳(n=26)

3-5歳(n=45)

0-2歳(n=62)

【母親】末子が何歳になったら就労したいか（単数回答）

0～2歳 3～5歳 6～8歳 9～11歳 12歳以上 無回答
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⑤【母親】希望する就労形態 

●未就学児童：問 13（１）-１［就学児童：問 13-１（１）］ 

問 13（１）［問 13（１）］で「２.」「３.」のいずれか（就労したい）と回答した人のみ 

希望する就労形態についてお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

○就労意向のある母親が希望する就労形態については、「パートタイム・アルバイト」が８割台半ば

～約９割で最も多くなっています。 

○3～５歳、６～8 歳では、「フルタイム」が１割弱となっており、他の年齢区分に比べて少なくなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.0

9.7

8.1

12.4

80.0

88.7

90.5

84.8

5.0

1.6

1.4

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=60)

6-8歳(n=62)

3-5歳(n=74)

0-2歳(n=105)

【母親】希望する就労形態（単数回答）

フルタイム パートタイム・アルバイト 無回答
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⑥【母親】パートタイム等で希望する就労日数・時間 

●未就学児童：問 13-２（１）［就学児童：問 13-２（１）］ 

問 13-１（１）［問 13-１（１）］で「２.」（パートタイム・アルバイト）と回答した人のみ 

希望する就労の日数・時間についてご記入ください。 

○就労意向のある母親が希望する就労日数は、「週３～４日」が６割台半ば～７割台半ばで最も多く

なっており、次いで「週５日」が２割台半ば～３割弱となっています。 

○就労時間については、「４～５時間未満」と「５～６時間未満」が３割強～４割台半ばで多くなっ

ています。 

 

 
 

 

6.3

64.6

29.2

0.0

0.0

5.5

63.6

29.1

0.0

1.8

9.0

67.2

23.9

0.0

0.0

1.1

74.2

24.7

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

週1～2日

週3～4日

週5日

週6日以上

無回答

【母親】希望する就労日数／週（単数回答）

9-11歳(n=48)

6-8歳(n=55)

3-5歳(n=67)

0-2歳(n=89)

8.3

43.8

39.6

4.2

2.1

2.1

0.0

16.4

32.7

36.4

12.7

0.0

0.0

1.8

13.4

37.3

40.3

7.5

0.0

0.0

1.5

10.1

34.8

37.1

16.9

0.0

1.1

0.0

0% 20% 40% 60%

4時間未満

4～5時間未満

5～6時間未満

6～7時間未満

7～8時間未満

8時間以上

無回答

【母親】希望する就労時間／日（単数回答）

9-11歳(n=48)

6-8歳(n=55)

3-5歳(n=67)

0-2歳(n=89)
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（２）父親の就労状況 

①【父親】就労状況 

●未就学児童：問 10（２）［就学児童：問 10（２）］ 

保護者の就労状況（自営業、家族従事者を含む）についてお答えください。（あてはまる番号１つ

に○） 

 

○父親の就労状況については、「就労中している（フルタイム）」が８割台で最も多く、その他の選択

肢については、ごくわずかとなっています。 

 

 

 

※以下の設問については、サンプル数が十分ではなかったため分類しない。 

・パートタイム等からのフルタイムの転換希望【父親】 

・現在就労していない人の今後の就労希望【父親】 

・希望する就労形態【父親】 

・パートタイム等で希望する就労日数・時間【父親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

82.8

84.9

86.2

88.8

1.2

0.9

0.7

0.6

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

1.2

0.4

0.8

0.0

0.2

0.0

0.0

14.8

12.8

12.8

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

【父親】就労状況（単数回答）

就労している（フルタイム） 就労している（パート・アルバイト）

就労中（フルタイムで産休・育休・介護休業中） 就労中（パートタイム・アルバイトで産休・育休・介護休業中）

以前は就労していたが、現在は就労していない これまで就労したことがない

無回答
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②【父親】就労日数・就労時間等 

●未就学児童：問 11（２）［就学児童：問 11（２）］ 

問 10（２）［問 10（２）］で「１.」～「４.」（就労中）と回答した人のみ 

就労日数・時間（残業含む）などについてご記入ください。 

○就労日数については、「週５日」が６割弱～６割台半ばと最も多く、次いで「週６日以上」が３割

弱～３割台半ばで多くなっています。 

○就労時間については、「８～10時間未満」が６割弱～６割台半ばで最も多く、次いで「10時間以

上」が３割弱～３割強となっています。 

 

 

 

0.6

2.9

57.3

35.1

4.1

0.2

2.5

59.1

36.0

2.3

1.2

3.1

57.6

33.5

4.6

0.0

2.5

63.7

29.3

4.5

0% 20% 40% 60% 80%

週1～2日

週3～4日

週5日

週6日以上

無回答

【父親】就労日数／週（単数回答）

9-11歳(n=482)

6-8歳(n=484)

3-5歳(n=483)

0-2歳(n=443)

0.8

2.9

63.1

27.6

5.6

0.4

5.4

57.9

32.9

3.5

0.4

2.9

64.0

27.1

5.6

0.7

2.5

60.5

30.5

5.9

0% 20% 40% 60% 80%

6時間未満

6～8時間未満

8～10時間未満

10時間以上

無回答

【父親】就労時間／日（単数回答）

9-11歳(n=482)

6-8歳(n=484)

3-5歳(n=483)

0-2歳(n=443)



22 

○家を出る時刻については、「７～９時台」が７割台半ば～約８割で最も多くなっています。 

○帰宅時刻については、「18～19 時台」が５割台半ば～６割弱で最も多くなっています。 

 

 

 

 

  

0.2

12.4

78.2

4.1

5.0

1.7

13.6

76.4

4.5

3.7

1.2

11.2

76.4

4.6

6.6

0.7

9.3

79.7

4.1

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0～3時台

4～6時台

7～9時台

10時以降

無回答

【父親】家を出る時刻（単数回答）

9-11歳(n=482)

6-8歳(n=484)

3-5歳(n=483)

0-2歳(n=443)

5.0

14.7

54.1

16.6

2.9

6.6

6.4

12.8

58.7

14.0

3.5

4.5

7.2

13.0

55.3

13.7

3.7

7.0

5.2

12.6

57.3

13.8

4.3

6.8

0% 20% 40% 60%

16時前

16～17時台

18～19時台

20～21時台

22時以降

無回答

【父親】帰宅時刻（単数回答）

9-11歳(n=482)

6-8歳(n=484)

3-5歳(n=483)

0-2歳(n=443)
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２.４ 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 
 

（１）平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

●未就学児童：問 14 

あて名のお子さんの、平日、定期的な教育・保育事業の利用状況について、あてはまる番号すべて

に○をつけ、利用日数・時間・時間帯をご記入ください。下記で、「12．利用していない・利用した

ことはない」とお答えした方は問 15へお進みください。 

○３～５歳では、「認定こども園」が５割で最も多く、次いで「幼稚園」が約３割、「認可保育所」が

１割台半ばとなっています。 

○０～２歳では「利用していない、利用したことがない」が３割強で最も多くなっており、次いで「認

定こども園」が３割弱、「認可保育所」が１割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

  

29.0

8.6

16.0

50.0

0.2

0.4

0.2

1.1

2.3

0.2

5.0

0.7

0.4

8.5

1.6

15.0

28.2

1.6

0.6

1.2

4.7

2.6

3.0

3.4

33.3

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模保育

家庭的保育

一時預かり事業

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

利用していない、利用したことがない

無回答

平日、定期的に利用している教育・保育事業（複数回答）

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)
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（２）利用している（利用したことがある）中での問題・課題 

●未就学児童：問 14-１ 

問 14で利用している（利用したことがある）中での問題・課題についてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

○「料金」が約２割～４割台半ばで最も多くなっています。 

○「その他」の回答では、「園の対応」「施設の老朽化」などがあげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.9

9.1

10.4

1.5

4.9

9.3

11.8

12.7

9.8

8.0

4.9

18.5

21.6

44.0

7.3

6.7

1.2

3.7

8.6

11.9

11.0

8.3

7.3

5.2

15.6

17.7

0% 20% 40% 60%

料金

施設や遊具などの安全面

おやつや給食のメニュー

アレルギーへの対応

トイレや手洗い場等の衛生管理

ケガや病気などへの対応

教育・保育の時間帯

発達状況や個性・特性に応じた教育・保育

行事や遠足などの実施内容

保護者への対応

子育てなどに関する相談対応

その他

無回答

利用している（利用したことがある）中での問題・課題（複数回答）

3-5歳(n=550)

0-2歳(n=327)



25 

（３）利用していない・利用したことがない理由 

●未就学児童：問 15 

問 14で「12．利用していない・利用したことはない」と回答した人のみ 

その理由についてお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

また、下記で「８．」を選んだ方は（ ）内に数字でお答えください。 

○「保護者のどちらかがみることができる」が７割弱で最も多く、次いで、「子どもがまだ小さいため」

が４割強となっています。 

○「子どもがまだ小さいため」と回答した人については、子どもが「３歳」になったら利用したいと

いう回答が４割台半ばで最も多くなっており、次いで「１歳」になったら利用したいという回答が

３割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

69.0

19.9

0.6

6.4

2.3

0.6

1.2

43.3

12.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80%

保護者のどちらかがみることができる

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や友人・知人がみている

希望する教育・保育の事業に空きがない

経済的な理由で事業を利用できない

延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

事業の質や場所等、納得できる事業がない

子どもがまだ小さいため

その他

無回答

利用していない・利用したことがない理由（複数回答）

0-5歳(n=171)

35.1 13.5 44.6

0.0

2.7 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児童

(n=74)

何歳になったら利用したいか（単数回答）

1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 無回答



26 

（４）「こども誰でも通園制度」の利用希望について 

●未就学児童：問 15-１ 

「こども誰でも通園制度」が創設された場合、利用を希望しますか。 

（あてはまる番号１つに〇をつけ、利用したい日数・時間帯を（ ）内に数字でご記入ください） 

○「希望する」が５割となっています。 

○利用したい日数は、「週５日」が４割台半ばとなっています。 

※誰でも通園制度は、現在、国において、幼稚園、認定こども園、保育所、小規模保育、家庭的保育

に通っていない０歳６か月～３歳未満の児童を対象として想定していることから、該当する児童の

みを集計。（０歳～２歳） 

 

 
 

 

 

 

 

 

50.0 47.0 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0-2歳(n=236)

「こども誰でも通園制度」の利用希望

希望する 希望しない 無回答

6.8

5.9

33.9

4.2

46.6

0.0

2.5

0% 20% 40% 60%

週1日

週2日

週3日

週4日

週5日

週6日以上

無回答

利用したい日数／週

0-2歳(n=118)
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○利用開始時間は、「９時台」が４割台と最も多く、次いで「９時以前」が３割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

○利用終了時間は、「15時以降」が７割弱と最も多くなっています。 

 

 

 

36.4

46.6

13.6

3.4

0% 20% 40% 60%

9時以前

9時台

10時以降

無回答

利用したい時間帯／開始時間

0-2歳(n=118)

15.3

13.6

67.8

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14時以前

14時台

15時以降

無回答

利用したい時間帯／終了時間

0-2歳(n=118)
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（５）平日の定期的な教育・保育事業の今後の利用希望 

●未就学児童：問 16 

現在、利用している、利用していないに関わらず、今後、平日、定期的に利用したいものについて、

あてはまる番号すべてに○をつけ、希望する利用日数・時間・時間帯を（例）９時～18時のように 24

時間制でご記入ください。また、利用したい地区もご記入ください。 

○３～５歳では「認定こども園」が３割台半ばで最も多く、次いで「幼稚園」が２割台半ばとなって

います。 

○０～２歳では「認定こども園」が４割強で最も多く、次いで「幼稚園」が３割台半ば、「認可保育所」

が３割弱、「幼稚園の預かり保育」が１割台半ばとなっています。 

 

 

※「幼稚園」「幼稚園の預かり保育」「認可保育所」「認定こども園」以外の事業については、サンプル数が

十分ではなかったため、現在及び今後の利用日数などの分類はしない。 

 

 

 

24.5

13.3

12.4

36.7

0.5

0.0

3.2

2.3

1.4

0.7

2.5

3.1

28.8

33.9

13.8

28.4

43.0

2.8

0.0

6.1

3.0

1.0

1.6

6.5

0.4

12.8

0% 20% 40% 60% 80%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模保育

家庭的保育

一時預かり事業

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

平日の定期的な教育・保育事業の今後の利用希望（複数回答）

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)
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○未就学児童：問 14で訪ねた現在、定期的に利用している教育・保育事業と、未就学児童：問 16の

今後、定期的に利用したい教育・保育事業の比較では、現在、今後とも「認定こども園」が約４割

と最も多く、今後では「幼稚園」「幼稚園の預かり保育」「認可保育所」「一時預かり事業」で割合が

増加しています。 

 

 

（注）未就学児童：問 14 現在、定期的に利用している教育・保育事業と未就学児童：問 16 今後、定期的

に利用したい教育・保育事業を比較して掲載 

※「利用していない、利用したことがない」については、現在、定期的に利用している教育・保育事業のみ、

「居宅訪問型保育」については、今後、定期的に利用したい教育・保育事業のみ  

19.3

5.4

15.7

40.2

0.8

0.5

0.7

2.7

2.5

0.0

1.5

4.2

15.9

0.4

28.6

13.3

19.7

39.8

1.6

0.0

4.5

2.6

1.2

1.1

4.4

1.9

0.0

21.3

0% 20% 40% 60%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模保育

家庭的保育

一時預かり事業

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

利用していない、利用したことがない

無回答

現在、定期的に利用している教育・保育事業と

今後、定期的に利用したい教育・保育事業の比較（複数回答）

現在、定期的に利用している教育・

保育事業(n=1,073)

今後、定期的に利用したい教育・保

育事業(n=1,073)
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①幼稚園の現在及び今後の利用日数など 

○幼稚園の利用日数は、現在、今後とも「週５日」が８割台半ば～約９割で最も多くなっています。 

○利用時間は、現在では「５～６時間」が約５割弱で最も多くなっていますが、今後では「６時間以

上」が５割強で最も多くなっています。 

 

【未就学児童】現在及び今後の利用日数と利用時間【幼稚園】（単数回答） 

 

※未就学児童：問 14 現在、定期的に利用している教育・保育事業と未就学児童：問 16 今後、定期的に利

用したい教育・保育事業を比較して掲載 

 

○幼稚園の利用開始時刻は、現在、今後とも「９時台」が５割台半ば～７割強で最も多くなっていま

す。 

○利用終了時刻については、現在では「14時台」が６割弱で最も多くなっていますが、今後では「14

時台」「15 時以降」も約 4 割～４割強と多くなっています。 

 

【未就学児童】現在及び今後の利用開始時刻と利用終了時刻【幼稚園】（単数回答） 

 

※未就学児童：問 14 現在、定期的に利用している教育・保育事業と未就学児童：問 16 今後、定期的に利

用したい教育・保育事業を比較して掲載 

 

8.7

89.9

0.5

1.0

8.5

85.0

2.9

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週4日以下

週5日

週6日以上

無回答

利用日数／週

現在(n=207)

今後(n=307)

17.4

47.3

33.8

1.4

8.8

31.3

53.7

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5時間未満

5～6時間

6時間以上

無回答

利用時間／日

現在(n=207)

今後(n=307)

23.7

73.9

1.9

0.5

36.2

54.7

2.3

6.8

0% 20% 40% 60% 80%

9時以前

9時台

10時以降

無回答

利用開始時刻

現在(n=207)

今後(n=307)

20.8

57.5

20.8

1.0

9.8

40.7

42.7

6.8

0% 20% 40% 60% 80%

14時以前

14時台

15時以降

無回答

利用終了時刻

現在(n=207)

今後(n=307)
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○今後利用したい地区は、各地区とも居住地区と同一地区での利用希望が最も多くなっています。 

 

 

 

※居住地区および利用したい地区の回答が無回答、不明なものについては、集計に含めず掲載 

 

 

 

②幼稚園の預かり保育の現在及び今後の利用日数など 

○幼稚園の預かり保育の利用日数は、現在、今後とも「週５日」が４割強～６割強で最も多くなって

います。 

○利用時間は、現在では「２～３時間未満」「３～５時間未満」が約３割で最も多くなっていますが、

今後では「５時間以上」「３～５時間未満」が３割台半ばで最も多くなっており、現在よりも利用日

数を増やし、利用時間を増やしたいとの希望がみられます。 

 

【未就学児童】現在及び今後の利用日数と利用時間【幼稚園の預かり保育】（単数回答） 

 

 

 

東部地区 中部地区 西部地区
阿寒本町

地区

阿寒湖温

泉地区
音別地区

全体 未就学児童 n=160 21.9% 33.8% 43.8% 0.0% 0.6% 0.0%

東部地区 n=35 97.1% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

中部地区 n=56 1.8% 91.1% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0%

西部地区 n=68 0.0% 2.9% 97.1% 0.0% 0.0% 0.0%

阿寒本町地区 n=0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

阿寒湖温泉地区 n=1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

音別地区 n=0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

居

住

地

区

利用したい地区

8.6

6.9

19.0

13.8

41.4

5.2

5.2

4.9

4.2

12.6

6.3

62.9

3.5

5.6

0% 20% 40% 60% 80%

週1日

週2日

週3日

週4日

週5日

週6日以上

無回答

利用日数／週

現在(n=58)

今後(n=143)

19.0

29.3

29.3

19.0

3.4

7.7

12.6

33.6

36.4

9.8

0% 20% 40%

2時間未満

2～3時間未満

3～5時間未満

5時間以上

無回答

利用時間／日

現在(n=58)

今後(n=143)
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○幼稚園の預かり保育の利用開始時刻は、現在、今後とも「14時台」が３割台半ば～５割台半ばで最

も多くなっています。 

○利用終了時刻については、現在では「16 時台」が３割強で最も多くなっていますが、今後について

は「17時台」が３割弱で最も多くなっています。 

 

【未就学児童】現在及び今後の利用開始時刻と利用終了時刻【幼稚園の預かり保育】（単数回答） 

 

※未就学児童：問 14 現在、定期的に利用している教育・保育事業と未就学児童：問 16 今後、定期的に利

用したい教育・保育事業を比較して掲載 

 

 

○今後利用したい地区は、各地区とも居住地区と同一地区での利用希望が最も多くなっています。 

 

 

 

※居住地区および利用したい地区の回答が無回答、不明なものについては、集計に含めず掲載 

 

  

22.4

15.5

56.9

5.2

0.0

37.1

8.4

37.1

7.0

10.5

0% 20% 40% 60% 80%

12時以前

12～13時台

14時台

15時以降

無回答

利用開始時刻

現在(n=58)

今後(n=143)

22.4

32.8

29.3

15.5

0.0

0.0

17.5

17.5

28.7

22.4

4.2

9.8

0% 20% 40%

16時以前

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

利用終了時刻

現在(n=58)

今後(n=143)

東部地区 中部地区 西部地区
阿寒本町

地区

阿寒湖温

泉地区
音別地区

全体 未就学児童 n=74 24.3% 29.7% 45.9% 0.0% 0.0% 0.0%

東部地区 n=17 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

中部地区 n=21 4.8% 95.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

西部地区 n=36 0.0% 5.6% 94.4% 0.0% 0.0% 0.0%

阿寒本町地区 n=0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

阿寒湖温泉地区 n=0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

音別地区 n=0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

居

住

地

区

利用したい地区
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③認可保育所の現在及び今後の利用日数など 

○認可保育所の利用日数は、現在、今後とも「週５日」が７割強で最も多くなっています。 

○利用時間は、現在、今後とも「８～９時間未満」が２割台半ば～３割強と最も多くなっています。 

 

【未就学児童】現在及び今後の利用日数と利用時間【認可保育所】（単数回答） 

 

 

○認可保育所の利用開始時刻は、現在、今後とも「８時台」が４割台半ばで最も多くなっています。 

○利用終了時刻については、現在では「17 時台」が４割弱で最も多く、次いで「18 時台」が３割弱

となっていますが、今後では、「18 時台」が４割弱で最も多く、次いで「17 時台」が 3割弱となっ

ています。 

 

【未就学児童】現在及び今後の利用開始時刻と利用終了時刻【認可保育所】（単数回答） 

 

※未就学児童：問 14 現在、定期的に利用している教育・保育事業と未就学児童：問 16 今後、定期的に利

用したい教育・保育事業を比較して掲載 

 

 

 

 

4.2

72.0

23.2

0.6

5.7

72.5

18.5

3.3

0% 20% 40% 60% 80%

週4日以下

週5日

週6日以上

無回答

利用日数／週

現在(n=168)

今後(n=211)

21.4

31.5

19.0

23.2

2.4

2.4

19.0

25.6

19.9

21.8

7.6

6.2

0% 20% 40%

8時間未満

8～9時間未満

9～10時間未満

10～11時間未満

11時間以上

無回答

利用時間／日

現在(n=168)

今後(n=211)

0.0

12.5

46.4

39.3

1.8

0.0

15.6

46.9

33.2

4.3

0% 20% 40% 60%

7時以前

7時台

8時台

9時以降

無回答

利用開始時刻

現在(n=168)

今後(n=211)

8.9

19.6

38.1

28.0

3.0

2.4

8.1

15.6

27.0

37.4

7.1

4.7

0% 20% 40%

16時以前

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

利用終了時刻

現在(n=168)

今後(n=211)
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○今後利用したい地区は、各地区とも居住地区と同一地区での利用希望が最も多くなっています。 

 

 

※居住地区および利用したい地区の回答が無回答、不明なものについては、集計に含めず掲載 

 

 

 

④認定こども園の現在及び今後の利用日数など 

○認定こども園の利用日数は、現在、今後とも「週５日」が８割台で最も多くなっています。 

○利用時間は、現在、今後とも「８～９時間」が２割台で最も多くなっていますが、今後では、次い

で「10時間以上」が２割強で多くなっています。 

 

【未就学児童】現在及び今後の利用日数と利用時間【認定こども園】（単数回答） 

 

 

※未就学児童：問 14 現在、定期的に利用している教育・保育事業と未就学児童：問 16 今後、定期的に利

用したい教育・保育事業を比較して掲載 

 

 

東部地区 中部地区 西部地区
阿寒本町

地区

阿寒湖温

泉地区
音別地区

未就学児童 n=115 20.0% 34.8% 45.2% 0.0% 0.0% 0.0%

東部地区 n=26 88.5% 11.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

中部地区 n=35 0.0% 91.4% 8.6% 0.0% 0.0% 0.0%

西部地区 n=54 0.0% 9.3% 90.7% 0.0% 0.0% 0.0%

阿寒本町地区 n=0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

阿寒湖温泉地区 n=0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

音別地区 n=0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

居

住

地

区

利用したい地区

5.1

85.6

8.8

0.5

6.3

82.2

9.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週4日以下

週5日

週6日以上

無回答

利用日数／週

現在(n=431)

今後(n=427)

19.7

9.5

13.5

20.9

19.0

16.0

1.4

13.6

9.6

10.8

23.0

17.8

21.1

4.2

0% 20% 40%

6時間未満

6～7時間

7～8時間

8～9時間

9～10時間

10時間以上

無回答

利用時間／日

現在(n=431)

今後(n=427)
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○認定こども園の利用開始時刻は、現在では「８時台」「９時以降」が４割台と多くなっていますが、

今後では「８時台」が４割台半ばで最も多くなっています。 

○利用終了時刻については、現在では「16時以前」が約３割で最も多くなっていますが、今後では「18

時台」「16 時以前」「17時台」がいずれも２割台半ばとなっています。 

 

【未就学児童】現在及び今後の利用開始時刻と利用終了時刻【認定こども園】（単数回答） 

 

※未就学児童：問 14 現在、定期的に利用している教育・保育事業と未就学児童：問 16 今後、定期的に利

用したい教育・保育事業を比較して掲載 

 

 

○今後利用したい地区は、各地区とも居住地区と同一地区での利用希望が最も多くなっています。 

 

 

※居住地区および利用したい地区の回答が無回答、不明なものについては、集計に含めず掲載 

 

 

 

 

 

 

0.0

9.7

46.6

42.9

0.7

0.0

13.3

45.9

37.2

3.5

0% 20% 40% 60%

7時以前

7時台

8時台

9時以降

無回答

利用開始時刻

現在(n=431)

今後(n=427)

30.6

18.3

28.8

20.4

1.2

0.7

24.8

16.2

24.4

26.0

5.2

3.5

0% 20% 40%

16時以前

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

利用終了時刻

現在(n=431)

今後(n=427)

東部地区 中部地区 西部地区
阿寒本町

地区

阿寒湖温

泉地区
音別地区

未就学児童 n=222 29.7% 33.8% 34.2% 0.0% 0.0% 1.2%

東部地区 n=70 88.6% 11.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

中部地区 n=67 6.0% 89.6% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0%

西部地区 n=80 0.0% 8.8% 91.3% 0.0% 0.0% 0.0%

阿寒本町地区 n=0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

阿寒湖温泉地区 n=0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

音別地区 n=4 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

居

住

地

区

利用したい地区
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（６）今後の幼稚園の利用希望 

●未就学児童：問 16-１ 

問 16 で「１．幼稚園」または「２．幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつ「３.」～「11.」に

も○をつけた人のみ 

特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望しますか。（あ

てはまる番号１つに○） 

○３～５歳、０～２歳とも「はい」が７割前後と多くなっています。 

 

 

 
  

71.4

68.4

14.3

29.1

14.3

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３-５歳(n=42)

０-２歳(n=79)

今後の幼稚園の利用希望（単数回答）

はい いいえ 無回答
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２.５ 休日等の「定期的」な教育・保育事業の利用希望について 
 

（１）土曜日と日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

●未就学児童：問 17 

あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日の、定期的な教育・保育事業の利用希望につい

て、あてはまる番号１つに○をつけ、利用希望がある場合は、利用したい時間帯を例：９時～18時の

ように 24時間制でご記入ください。 

 

①土曜日 

○土曜日は、３～５歳、０～２歳とも「利用する必要はない」が５割強で最も多くなっていますが、

“利用したい”（「ほぼ毎週利用したい」と「月に１～２回は利用したい」の合計）も４割台半ばとな

っています。 

○希望する利用開始時刻は「９時台」が４割台で最も多く、次いで「８時台」が３割台～約４割とな

っています。 

○希望する利用終了時刻は「17 時台」が２割台半ばと最も多く、次いで「18 時台」が２割強で多く

なっています。 

○利用希望時間は「８～10 時間未満」が３割台で最も多くなっています。 

 

 

利用したい時間帯【土曜日の定期的な教育・保育事業】（単数回答） 

 

51.8

52.3

14.4

15.2

31.8

30.6

2.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３-５歳(n=556)

０-２歳(n=493)

土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望（単数回答）

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 無回答

0.0

11.7

37.7

42.4

7.4

0.8

0.4

10.6

40.3

40.7

7.1

0.9

0% 20% 40% 60%

7時以前

7時台

8時台

9時台

10時以降

無回答

利用開始時刻

３-５歳(n=257)

０-２歳(n=226)

15.2

15.6

16.0

26.5

21.8

4.3

0.8

18.6

11.9

17.3

25.2

23.0

3.1

0.9

0% 20% 40%

15時以前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

利用終了時刻

３-５歳(n=257)

０-２歳(n=226)
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②日曜日・祝日 

○日曜日・祝日は、「利用する必要はない」が７割台半ばで最も多くなっています。 

○「月に１～２回は利用したい」は 1 割台半ば～約 2 割、「ほぼ毎週利用したい」はわずかと、土曜

日に比べて利用希望は少ない結果となっています。 

○希望する利用開始時刻は「９時台」が約４割、「８時台」が３割台半ばで多くなっています。 

○希望する利用終了時刻は「17時台」「18時台」が２割台半ば～３割弱で多くなっています。 

○利用希望時間は「８～10 時間未満」が３割強で最も多く、次いで「10 時間以上」が２割台半ばで

多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3

11.7

27.6

35.0

22.6

0.8

4.4

14.2

23.9

33.2

22.6

1.8

0% 20% 40%

4時間未満

4～6時間未満

6～8時間未満

8～10時間未満

10時間以上

無回答

利用希望時間【土曜日の定期的な教育・保育事業）（単数回答）

３-５歳(n=257)

０-２歳(n=226)

74.5

75.1

2.0

4.7

20.9

17.6

2.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３-５歳(n=556)

０-２歳(n=493)

日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望（単数回答）

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 無回答

】 
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利用したい時間帯【日曜児・祝日の定期的な教育・保育事業】（単数回答） 

  

 

 

 

 

 

  

0.8

13.4

33.9

40.9

11.0

0.0

0.0

12.7

35.5

39.1

11.8

0.9

0% 20% 40% 60%

7時以前

7時台

8時台

9時台

10時以降

無回答

利用開始時刻

３-５歳(n=127)

０-２歳(n=110)

14.2

14.2

15.7

25.2

24.4

6.3

0.0

17.3

12.7

10.9

25.5

28.2

4.5

0.9

0% 20% 40%

15時以前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

利用終了時刻

３-５歳(n=127)
０-２歳(n=110)

3.1

10.2

26.8

32.3

27.6

0.0

2.7

21.8

16.4

31.8

26.4

0.9

0% 20% 40%

4時間未満

4～6時間未満

6～8時間未満

8～10時間未満

10時間以上

無回答

利用希望時間【日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業）（単数回答）

３-５歳(n=127)

０-２歳(n=110)

】 
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（２）幼稚園利用者の長期休暇期間中の教育・保育事業の利用希望 

●未就学児童：問 18 

「幼稚園（認定こども園の教育部分を含む）」を利用されている方のみ 

夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業の利用希望について、あてはまる番号１つ

に○をつけ、利用希望がある場合は、利用したい時間帯を例：９時～18時のように 24時間制でご記

入ください。 

○３～５歳、０～２歳とも無回答を除いて「ほぼ毎日利用したい（利用したかった）」が 2割台半ば～

約 3割で多くなっており、“利用したい”（「ほぼ毎日利用したい（利用したかった）」と「週に数日

利用したい（利用したかった）」の合計）は５割弱～５割台半ばを占めています。 

○希望する利用開始時刻は、「９時以前」と「９時台」が４割台半ば～約５割で多くなっています。 

○希望する利用終了時刻は、３～５歳では「17時台」、０～２歳では「18時台」がそれぞれ２割台で

最も多くなっています。 

○利用希望時間は３～５歳では「６～８時間未満」「８～10 時間未満」が３割弱で最も多く、０～２

歳では「６～８時間未満」「10 時間以上」「８～10時間未満」が２割台で多くなっています。 

 

 

 

利用したい時間帯【長期休暇期間中の教育・保育事業】（単数回答） 

 

 

26.9

17.2

29.0

28.3

25.1

20.6

19.0

33.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３-５歳(n=431)

０-２歳(n=180)

幼稚園利用者の長期休暇期間中の教育・保育事業の利用希望（単数回答）

利用する必要はない（必要はなかった） ほぼ毎日利用したい（利用したかった）

週に数日利用したい（利用したかった） 無回答

46.8

46.4

5.2

1.7

50.0

44.3

3.4

2.3

0% 20% 40% 60%

9時以前

9時台

10時以降

無回答

利用開始時刻

３-５歳(n=233)

０-２歳(n=88)

4.3

16.3

14.2

17.2

21.5

19.7

5.2

1.7

5.7

12.5

19.3

13.6

20.5

23.9

2.3

2.3

0% 20% 40%

14時以前

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

利用終了時刻

３-５歳(n=233)

０-２歳(n=88)
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0.4

17.2

28.8

28.8

23.2

1.7

2.3

14.8

29.5

25.0

26.1

2.3

0% 20% 40%

4時間未満

4～6時間未満

6～8時間未満

8～10時間未満

10時間以上

無回答

利用希望時間【長期休暇期間中の教育・保育事業）（単数回答）

３-５歳(n=233)

０-２歳(n=88)

】 
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２.６ 病気などの際の対応について 
 

（１）病気などで教育・保育事業が利用できなかった場合等の対応状況 

●未就学児童：問 19［就学児童：問 14］ 

この１年間に、あて名のお子さんが病気などで普段利用している教育・保育事業が利用できなかっ

た際［学校を休んだ際］の対処方法として、あてはまる番号すべてに○をつけ、（ ）内にそれぞれ

の日数をご記入ください。 

○「母親が仕事を休んだ」が 5 割強～7 割台半ば、「親族・知人に子どもをみてもらった」「父親が仕

事を休んだ」が２割弱～３割強で多くなっています。また、９～11 歳では「仕方なく子どもだけで

留守番させた」が２割弱と他の年齢区分に比べて多くなっています。 

○０～２歳では「病気などで利用できなかったことはなかった」が１割台半ばと他の年齢区分に比べ

て多くなっています。 

 

 

 

 

 

18.6

69.3

19.3

16.9

0.0

0.0

18.6

0.2

2.1

2.3

2.3

27.0

74.8

31.9

17.6

0.4

0.0

9.6

0.2

2.0

1.6

1.6

29.3

73.4

33.3

19.8

0.4

0.2

2.3

0.0

1.1

4.3

1.3

31.0

51.7

24.1

19.5

0.4

0.0

0.4

0.2

3.2

16.2

8.1

0% 20% 40% 60% 80%

父親が仕事を休んだ

母親が仕事を休んだ

親族・知人に子どもをみてもらった

就労していない方が子どもをみた

病児保育を利用した

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

ファミリー・サポート・センターを利用した

その他

病気などで利用できなかったことはなかった

無回答

病気などで教育・保育事業が利用できなかった場合等の対応状況（複数回答）

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)
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○対処方法別の年間の日数については、全体的な傾向として10日以内が多いものの、「母親が休んだ」

「家族・知人に子どもをみてもらった」「就労していない保護者がみた」では「11～20日」やそれ

以上という回答も一定数みられ、特に「就労していない保護者がみた」では長期的に対処できてい

る傾向がみられます。 

 

病気などで教育・保育事業が利用できなかった場合等の各対処日数／年（単数回答） 

 

 

 

 

※「父親が休んだ」「母親が休んだ」「親族・知人に子どもをみてもらった」「就労していない保護者がみた」

以外については、サンプル数が十分ではなかったため分類しない。 

 

  

59.4

27.8

7.1

3.4

0.0

0.4

1.9

35.3

32.2

18.3

9.0

1.2

0.6

3.4

0% 20% 40% 60% 80%

１～３日

４～７日

８～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

父親が休んだ

就学児童(n=266)

未就学児童(n=323)

31.3

29.7

17.7

13.5

4.0

1.6

2.2

11.8

19.6

22.5

26.8

9.4

6.6

3.4

0% 20% 40% 60% 80%

１～３日

４～７日

８～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

母親が休んだ

就学児童(n=834)

未就学児童(n=680)

46.5

29.6

14.5

4.7

0.0

1.7

3.0

27.0

28.0

22.5

10.0

3.9

1.6

7.1

0% 20% 40% 60% 80%

１～３日

４～７日

８～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

家族・知人に子どもをみてもらった

就学児童(n=297)

未就学児童(n=311)

18.8

28.4

24.9

11.7

7.6

6.1

2.5

12.5

18.3

20.2

20.7

10.1

10.6

7.7

0% 20% 40% 60% 80%

１～３日

４～７日

８～10日

11～20日

21～30日

31日以上

無回答

就労していない保護者がみた

就学児童(n=197)

未就学児童(n=208)
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（２）病児・病後児のための保育施設等の利用希望 

●未就学児童：問 20［就学児童：問 15］ 

あて名のお子さんが、病気などで普段利用している教育・保育事業が利用できなかった際［病気な

どで学校を休んだりした際］、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われま

したか。あてはまる番号１つに○をつけ、利用したかった日数についてご記入ください。 

○「利用したいとは思わない」が７割台半ば～９割強と多くなっているものの、５歳以下では「でき

れば病児・病後児保育施設等を利用したかった」が２割台となっているなど、一定数の利用希望が

みられます。 

○希望する年間利用日数については、未就学児童では「10日以上」が６割強、就学児童では４割弱と

最も多くなっており、次いで、「５～９日」が約２割～３割弱となっています。 

 

 

 

 
 

 

6.6

11.7

24.1

20.3

92.0

87.2

74.8

74.0

1.4

1.1

1.1

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

病児・病後児のための保育施設等の利用希望（単数回答）

できれば病児・病後児保育施設等を利用したかった 利用したいとは思わない 無回答

3.7

3.7

19.6

1.9

27.1

38.3

5.6

0.4

3.0

8.9

1.3

19.8

62.0

4.6

0% 20% 40% 60% 80%

1日

2日

3日

4日

5～9日

10日以上

無回答

病児・病後児のための保育施設等の利用希望日数／年（単数回答）

就学児童(n=107)

未就学児童(n=237)
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（３）病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない理由 

●未就学児童：問 20-１［就学児童：問 15-１］ 

問 20［問 15］で「２．」（利用したいとは思わない）と回答した人のみ 

その理由についてお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

○「親が休んで対応する」が６割台半ば～約７割、「親族が看てくれる」が２割台半ば～３割強となっ

ています。 

 

 

 

  

27.5

26.3

64.4

18.4

0.6

27.4

28.0

66.7

18.3

0.4

34.4

32.2

70.2

20.7

0.2

33.2

29.9

71.0

16.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

他人に看てもらうのは不安

親族が看てくれる

親が休んで対応する

その他

無回答

病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない理由（複数回答）

9-11歳(n=528)

6-8歳(n=492)

3-5歳(n=416)

0-2歳(n=365)
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（４）お子さんの病気等の際に会社を休むハードル 

●未就学児童：問 21［就学児童：問 16］ 

お子さんが病気などになったときの、会社を休む際のハードルについてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

○「休暇を取得できない雰囲気がある」と「自分が休んだ際、フォローできる社員がいない」が１割

台半ば～約２割で多くなっています。 

○「その他」の内容としては、「有休が無く給与が減ってしまう」「職場に迷惑がかかり申し訳ない」

「連日だと言い出しにくい」「就労していない」などがあげられています。 

 

 

 

 

 

  

7.0

2.6

5.9

14.8

19.9

4.7

9.4

53.1

3.7

5.9

2.5

8.2

13.5

16.3

4.3

8.9

52.1

5.0

5.0

2.9

13.3

17.4

18.9

4.3

12.6

45.7

4.7

6.5

1.0

16.2

18.5

15.2

4.7

10.8

45.2

6.3

0% 20% 40% 60%

子どもの看護を理由に休みが取れない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

休暇を取得できない雰囲気がある

自分が休んだ際、フォローできる社員がいない

フォローできる社員はいるが非協力的である

その他

特にない

無回答

お子さんの病気等の際に会社を休むハードル（複数回答）

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)
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２.７ 不定期の教育・保育事業の利用について 
 

（１）不定期の教育・保育事業の利用有無 

●未就学児童：問 22［就学児童：問 17］ 

あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用しているもの

についてお答えください。あてはまる番号すべてに○をつけ、１年間の利用日数（おおよそ）をご記

入ください。 

○「利用していない」が７割台半ば～９割台半ばで最も多くなっていますが、３～５歳については、

「幼稚園の預かり保育（不定期の利用のみ）」について約２割の利用があります。 

○「幼稚園の預かり保育（不定期の利用のみ）」の年間の利用日数については、未就学児童で「10 日

以上」が５割強、就学児童では６割と最も多くなっています。 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「幼稚園の預かり保育（不定期の利用のみ）」以外については、サンプル数が十分でないため分類しない。 

0.2

0.0

0.0

0.0

0.9

0.9

95.6

2.4

1.6

0.5

1.1

0.2

1.2

2.3

90.8

2.7

19.1

2.5

0.2

0.2

0.4

1.3

73.7

3.2

3.2

5.3

0.6

0.0

2.4

1.2

84.6

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園の預かり保育（不定期の利用のみ）

一時預かり事業

子育て短期支援事業

ベビーシッター

ファミリー・サポート・センター

その他

利用していない

無回答

私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用しているもの（複数回答）

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

10.0

10.0

0.0

60.0

20.0

9.5

30.2

4.8

53.2

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

1～2日

3～5日

6～9日

10日以上

無回答

幼稚園の預かり保育（不定期の利用のみ）の利用日数／年（単数回答）

就学児童(n=10)

未就学児童(n=126)
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（２）私用、親の通院・不定期就労等での不定期の教育・保育事業の利用希望 

●未就学児童：問 23［就学児童：問 18］ 

あて名のお子さんについて、私用、親の通院・不定期の就労等で、年間何日くらい問 22［問 17］

の事業を利用する必要があるかお答えください。あてはまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な日

数をご記入ください。 

○「利用する必要はない」が多くなっていますが、３～５歳は４割弱、０～２歳は３割強が「利用し

たい」と回答しています。 

○「利用したい」と回答した人の利用目的については、「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院など」

が５割弱～７割弱、「私用、リフレッシュ目的」が６割弱～約８割で多くなっています。 

 

 

 

 

 

5.4

13.1

38.5

32.9

90.2

81.6

57.2

62.1

4.4

5.3

4.3

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

私用、親の通院、不定期の就労等での不定期の教育・保育事業の利用希望（単数回答）

利用したい 利用する必要はない 無回答

58.1

48.4

48.4

6.5

3.2

63.5

66.2

18.9

4.1

1.4

64.5

67.3

23.4

5.1

2.8

79.6

66.0

14.8

2.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院など

不定期の就労

その他

無回答

私用、親の通院、不定期の就労等での不定期の教育・保育事業の利用目的（複数回答）

9-11歳(n=31)

6-8歳(n=74)

3-5歳(n=214)

0-2歳(n=162)



49 

不定期の教育・保育事業の利用目的別の利用希望日数／年（単数回答） 

 

 

 

 

※「その他」については、サンプル数が十分ではなかったため分類しない。 

22.7

28.8

13.6

16.7

7.6

9.1

1.5

9.7

24.9

21.7

24.5

8.3

7.2

3.6

0% 20% 40%

1～3日

4～7日

8～10日

11～20日

21～0日

31日以上

無回答

私用、リフレッシュ目的

就学児童(n=66)

未就学児童(n=277)

29.2

29.2

20.0

13.8

3.1

1.5

3.1

15.1

32.4

27.4

13.5

3.5

2.3

5.8

0% 20% 40%

1～3日

4～7日

8～10日

11～20日

21～0日

31日以上

無回答

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等

就学児童(n=65)

未就学児童(n=259)

13.8

6.9

17.2

20.7

13.8

24.1

3.4

13.2

18.4

21.1

19.7

7.9

17.1

2.6

0% 20% 40%

1～3日

4～7日

8～10日

11～20日

21～0日

31日以上

無回答

不定期の就労

就学児童(n=29)

未就学児童(n=76)
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（３）子どもを預ける場合の望ましい事業形態 

●未就学児童：問 23-１ 

問 23で「１．」（利用したい）と回答した人のみ 

お子さんを預ける場合の望ましい事業形態について、お答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

○「幼稚園・保育所等」が９割台で最も多くなっています。 

 

 

 

（４）泊りがけで家族以外に預けることの希望の有無 

●未就学児童：問 24［就学児童：問 19］ 

あて名のお子さんを泊りがけで家族以外（子育て短期支援事業（ショートステイ）：児童養護施設

等で一時的に子どもを預かる事業）に預けることを希望しますか。 

希望する場合は、年間何日くらい希望があるのかあてはまる番号に○をつけ、それぞれの泊数をご

記入ください。 

○「希望しない」が９割台で最も多くなっていますが、年齢の低下とともに、「希望する」割合が増え

ている傾向がみられます。 

 

 

 

91.1

18.7

7.0

0.5

95.1

24.7

2.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園・保育所等

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

子どもを預ける場合の望ましい事業形態（複数回答）

3-5歳(n=214)

0-2歳(n=162)

3.3

3.5

5.6

6.3

96.3

95.4

92.4

92.5

0.3

1.1

2.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

泊りがけで家族以外に預けることの希望の有無（単数回答）

希望する 希望しない 無回答
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○泊りがけで預けることを希望する場合の利用目的については、０～２歳では「保護者や家族の病気」

が約７割と最も多く、次いで「保護者や家族の育児疲れ・不安」が６割弱となっています。３～５

歳では「保護者や家族の育児疲れ・不安」が６割台と最も多く、次いで「保護者や家族の病気」が

４割台半ばとなっています。就学児童の年代では、「保護者や家族の病気」「保護者や家族の育児疲

れ・不安」がいずれも５割強から６割台半ばとなっています 

 

 
※それぞれの日数についてはサンプル数が十分ではないため分類しない。 

  

26.3

63.2

52.6

15.8

5.3

30.0

60.0

65.0

15.0

0.0

22.6

61.3

45.2

29.0

0.0

29.0

58.1

71.0

3.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

冠婚葬祭

保護者や家族の育児疲れ・不安

保護者や家族の病気

その他

無回答

泊りがけで預けた際の利用目的（複数回答）

9-11歳(n=19)

6-8歳(n=20)

3-5歳(n=31)

0-2歳(n=31)
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２.８ 釧路市の子育て支援事業の利用状況について 
 

（１）地域子育て支援拠点事業の利用状況 

●未就学児童：問 25 

あて名のお子さんの、現在の「子育て支援センター」（親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、

情報提供を受けたりする場）の利用状況についてお答えください。あてはまる番号すべてに○をつけ、

おおよその利用回数（頻度）をご記入ください。 

○「利用していない」が７割台半ば～９割強で最も多くなっていますが、０～２歳では、「子育て支援

センター」が２割強、「その他市内で実施している類似の事業」が１割弱となっています。 

○利用している人の月当たりの利用回数については、子育て支援センターでは「月に１回程度」が３

割弱で最も多く、次いで「月に２回程度」が２割強となっています。 

○その他市内で実施している類似の事業では、「月に２回程度」が５割弱で最も多く、次いで「月に１

回程度」が２割台半ば、「月に３回程度」が約１割となっています。 

○なお、その他市内で実施している類似の事業の具体的内容としては、「こども遊学館」「子育てサー

クル」「おもちゃライブラリー」「児童館」「湿原の風アリーナ」などがありました。 

 

 

  

4.7

1.3

93.2

1.4

22.9

7.1

74.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育て支援センター

その他市内で実施している類似の事業

利用していない

無回答

地域子育て支援拠点事業等の利用状況（複数回答）

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

28.0

21.7

11.9

7.7

2.8

4.9

23.1

23.8

47.6

9.5

4.8

0.0

0.0

14.3

0% 20% 40% 60%

月1回程度

月2回程度

月3回程度

週1回程度

週2回程度

週3回以上

無回答

子育て支援センター等の利用回数／月（単数回答）

子育て支援センター利用頻度(n=143)

その他類似事業利用頻度(n=42)
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（２）「子育て支援センター」の今後の利用希望 

●未就学児童：問 26 

「子育て支援センター」の今後の利用希望についてお答えください。あてはまる番号１つに○をつ

け、おおよその利用回数（頻度）を数字でご記入ください。 

○「利用日数を増やしたりしたいとは思わない」が７割強～９割弱と最も多くなっていますが、０～

２歳は「今後利用したい」が１割台半ば、「今後利用日数を増やしたい」が約１割と、３～５歳に比

べて多くなっています。 

○利用希望回数については、既に利用している人が望む利用頻度は「月２回程度」が２割強で最も多

く、利用していない人が今後利用したいと望む利用頻度は「月に１回程度」が３割強、「月２回程度」

が１割台半ばとなっています。 

 

 

 

 
 

 

 

0.9

9.7

8.1

15.4

87.9

72.6

3.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

「子育て支援センター」の今後の利用希望（単数回答）

今後利用日数を増やしたい 今後利用したい 利用日数を増やしたりしたいとは思わない 無回答

16.1

21.4

10.7

3.6

3.6

5.4

39.3

32.0

16.8

13.6

12.0

1.6

0.8

23.2

0% 20% 40%

月1回程度

月2回程度

月3回程度

週1回程度

週2回程度

週3回以上

無回答

「子育て支援センター」の今後の利用希望回数／月（単数回答）

今後増やしたい利用頻度(n=56)

今後利用したい利用頻度(n=125)
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（３）釧路市の子育て支援に関する事業の満足度と認知度 

●未就学児童：問 27［就学児童：問 20］ 

釧路市の子育て支援に関する事業の満足度についてお答えください。（それぞれあてはまる番号１

つに○） 

 

①利用した人の満足度と認知度 

○「満足」との回答は、６～11 歳では「乳児家庭全戸訪問事業」「妊婦健康診査」「乳幼児健診事業」

が２割台半ば、３～５歳では「乳児家庭全戸訪問事業」が約３割、０～２歳では「乳児家庭全戸訪

問事業」が４割弱と多くなっています。 

 

○利用していない人（「知らなかった」「知っていたが必要なかった」）の各事業の認知度について

は、「養育支援訪問事業」「子育て短期支援事業」で「知らなかった」の割合が特に多くなってい

ます。 

 

【釧路市の子育て支援に関する事業の満足度と認知度】 

 

17.0

24.7

26.2

1.5

0.3

5.4

4.4

19.1

1.0

21.1

24.3

5.0
7.5

27.6

41.1

38.3

6.5

5.1

9.8

9.9

18.7

4.3

20.0

38.7

8.4

24.5

2.9

2.1

2.5

1.7

1.6

2.6

1.9

2.4

2.5

7.7

2.9

3.6

4.9

10.5

11.2

12.6

50.1

44.8

26.9

26.3

15.8

28.8

7.1

10.7

23.2

29.4

42.0

20.9

20.5

40.3

48.2

55.3

57.5

43.9

63.5

44.1

23.3

59.7

33.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域子育て支援拠点事業(n=1,061)

妊婦健康診査(n=1,042)

乳児家庭全戸訪問事業(n=1,050)

養育支援訪問事業(n=1,028)

子育て短期支援事業(n=1,028)

ファミリー・サポート・センター事業(n=1,033)

一時預かり事業(n=1,027)

延長保育事業(n=1,029)

病児・病後児保育事業(n=1,029)

'放課後児童健全育成事業(n=1,051)

乳幼児健診事業(n=1,035)

ひとり親家庭への支援事業(n=998)

子育て支援の情報提供(n=1,031)

【６-11歳】

満足 普通 不満 知らなかった 知っていたが必要なかった
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18.5

22.8

29.5

3.0

1.2

3.0

5.6

24.6

1.2

6.4

27.0

5.3

12.0

28.4

45.2

42.3

5.0

4.4

11.2

9.1

23.0

4.8

14.7

45.5

8.6

35.3

2.1

3.3

3.3

1.6

0.6

1.8

2.6

3.0

3.2

3.3

5.2

3.4

2.4

7.1

12.7

9.8

51.1

47.1

23.8

23.0

11.0

18.6

17.5

8.2

22.7

20.3

43.8

16.0

15.1

39.3

46.7

60.1

59.7

38.3

72.1

58.1

14.1

60.1

29.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域子育て支援拠点事業(n=518)

妊婦健康診査(n=518)

乳児家庭全戸訪問事業(n=518)

養育支援訪問事業(n=501)

子育て短期支援事業(n=497)

ファミリー・サポート・センター事業(n=499)

一時預かり事業(n=496)

延長保育事業(n=499)

病児・病後児保育事業(n=495)

'放課後児童健全育成事業(n=456)

乳幼児健診事業(n=523)

ひとり親家庭への支援事業(n=476)

子育て支援の情報提供(n=498)

【３-５歳】

満足 普通 不満 知らなかった 知っていたが必要なかった

27.9

32.3

38.1

2.9

1.6

3.7

6.4

11.3

1.4

3.9

33.0

2.9

20.1

29.7

43.3

46.2

9.2

3.7

9.0

8.3

13.5

4.7

7.8

42.5

10.7

42.8

2.4

7.1

2.6

2.3

0.9

1.9

2.1

2.6

1.4

0.5

5.1

2.4

2.4

3.5

10.1

5.7

46.2

39.3

20.2

14.4

11.8

19.1

21.8

6.8

24.0

13.2

36.5

7.3

7.4

39.4

54.5

65.2

68.9

60.8

73.3

66.0

12.6

60.0

21.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域子育て支援拠点事業(n=455)

妊婦健康診査(n=467)

乳児家庭全戸訪問事業(n=470)

養育支援訪問事業(n=444)

子育て短期支援事業(n=435)

ファミリー・サポート・センター事業(n=431)

一時預かり事業(n=424)

延長保育事業(n=416)

病児・病後児保育事業(n=423)

'放課後児童健全育成事業(n=409)

乳幼児健診事業(n=454)

ひとり親家庭への支援事業(n=420)

子育て支援の情報提供(n=453)

【０-２歳】

満足 普通 不満 知らなかった 知っていたが必要なかった
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②今後の希望 

○今後の希望については、６～11 歳では、「子育て支援の情報提供」「放課後児童健全育成事業」「利

用者支援事業」が３割弱～３割台半ばで多くなっており、３～５歳では、「放課後児童健全育成事

業」「子育て支援の情報提供」「延長保育事業」が５割強～６割弱、０～２歳では、「乳幼児健診事

業」「子育て支援の情報提供」「延長保育事業」が６割弱～７割強と割合が多くなっています。 

○就学前である年齢層で「利用したい」の割合が多くなる傾向がみられ、０～２歳で「地域子育て

支援拠点事業」「妊婦健康診査」「乳児家庭全戸訪問事業」等、14 項目中 8項目で「利用したい」

が５割を超えています。 

 

 

 

14.2

16.3

16.4

9.8

8.6

15.7

13.5

18.2

13.3

32.2

19.3

13.7

35.2

28.3

85.8

83.7

83.6

90.2

91.4

84.3

86.5

81.8

86.7

67.8

80.7

86.3

64.8

71.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域子育て支援拠点事業(n=822)

妊婦健康診査(n=820)

乳児家庭全戸訪問事業(n=810)

養育支援訪問事業(n=841)

子育て短期支援事業(n=850)

ファミリー・サポート・センター事業(n=848)

一時預かり事業(n=842)

延長保育事業(n=833)

病児・病後児保育事業(n=842)

放課後児童健全育成事業(n=824)

乳幼児健診事業(n=810)

ひとり親家庭への支援事業(n=866)

子育て支援の情報提供(n=837)

利用者支援事業(n=991)

【６-11歳】

利用したい 利用する必要はない

24.7

29.5

27.7

15.2

10.5

25.4

30.8

53.1

30.1

58.7

45.3

16.7

53.4

37.9

75.3

70.5

72.3

84.8

89.5

74.6

69.2

46.9

69.9

41.3

54.7

83.3

46.6

62.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域子育て支援拠点事業(n=388)

妊婦健康診査(n=366)

乳児家庭全戸訪問事業(n=364)

養育支援訪問事業(n=401)

子育て短期支援事業(n=408)

ファミリー・サポート・センター事業(n=406)

一時預かり事業(n=406)

延長保育事業(n=405)

病児・病後児保育事業(n=405)

放課後児童健全育成事業(n=441)

乳幼児健診事業(n=369)

ひとり親家庭への支援事業(n=412)

子育て支援の情報提供(n=386)

利用者支援事業(n=501)

【３-５歳】

利用したい 利用する必要はない
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53.6

53.6

53.4

24.6

19.5

36.5

44.0

57.0

36.9

55.3

72.4

16.3

65.9

50.1

46.4

46.4

46.6

75.4

80.5

63.5

56.0

43.0

63.1

44.7

27.6

83.7

34.1

49.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域子育て支援拠点事業(n=338)

妊婦健康診査(n=308)

乳児家庭全戸訪問事業(n=307)

養育支援訪問事業(n=341)

子育て短期支援事業(n=353)

ファミリー・サポート・センター事業(n=359)

一時預かり事業(n=359)

延長保育事業(n=370)

病児・病後児保育事業(n=369)

放課後児童健全育成事業(n=376)

乳幼児健診事業(n=323)

ひとり親家庭への支援事業(n=362)

子育て支援の情報提供(n=334)

利用者支援事業(n=437)

【０-２歳】

利用したい 利用する必要はない
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（４）子育てのしやすさについて 

●未就学児童：問 27-１［就学児童：問 20-１］ 

釧路市は「子育てのまち」としてふさわしい、子育てがしやすいまちだと思いますか。（１つに〇） 

○「どちらかといえば子育てがしにくいまち」が４割前後と最も多くなっており、次いで「どちらか

といえば子育てがしやすいまち」が２割台半ば～4 割弱となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.0

2.1

3.2

3.0

26.1

37.6

34.5

35.1

44.1

37.8

40.1

40.2

23.9

20.9

21.0

19.9

3.0

1.6

1.1

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

釧路市は「子育てのまち」としてふさわしい、子育てがしやすいまちか

子育てがしやすいまち どちらかといえば子育てがしやすいまち

どちらかといえば子育てがしにくいまち 子育てがしにくいまち

無回答
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２.９ 放課後の過ごし方について 
 

（１）放課後の時間をどのような場所で過ごさせたいか 

●未就学児童：問 28 

あて名のお子さんが、小学生になったとき、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場

所で過ごさせたいかお答えください。あてはまる番号すべてに○をつけ、（ ）内にそれぞれ必要と

する週当たりの日数をご記入ください。 

［就学児童：問 21］ 

あて名のお子さんが、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいかお

答えください。あてはまる番号すべてに○をつけ、（ ）内にそれぞれ必要とする週当たりの日数を

ご記入ください。 

○３歳以上では、「自宅」が約７割～８割強で最も多く、次いで「習い事」が４割強となっています。 

○０～２歳では、「自宅」が６割台半ばで最も多く、次いで「習い事」「放課後児童クラブ」が４割台

半ば～５割強となっています。 

 

 

 

81.2

21.8

41.8

31.7

15.7

8.7

19.5

1.4

23.5

1.9

71.6

20.7

43.1

27.0

22.5

9.9

31.4

1.4

20.7

2.0

71.0

27.7

43.3

21.4

33.8

9.4

51.1

1.6

16.9

0.9

64.7

30.6

51.1

30.4

40.2

11.6

45.8

1.4

19.1

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

同好会・少年団など

児童館

チャレンジ教室

放課後児童クラブ

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

放課後の時間を過ごさせたい場所（複数回答）

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)
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○放課後の時間を過ごさせたい場所別の希望日数については、就学児童、未就学児童とも同様の傾向

がみられます。「同好会・少年団など」では小学校低学年に比べ、小学校高学年の方が利用日数が増

加する傾向がみられます。 

 

放課後の時間を過ごさせたい場所別の希望日数／週（単数回答） 

 

【自宅】 

  

【祖父母宅や友人・知人宅】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.2

14.8

13.3

6.7

26.1

13.6

9.8

15.8

17.3

7.5

35.2

14.2

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【就学児童】

小学校低学年(n=705)

小学校高学年(n=732)

7.0

16.9

19.7

7.1

29.0

1.7

9.1

20.0

20.8

6.4

36.7

7.0

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【未就学児童】

小学校低学年(n=575)

小学校高学年(n=629)

42.2

17.6

11.1

2.0

15.1

1.0

54.0

22.2

8.0

5.1

10.2

0.6

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【就学児童】

小学校低学年(n=199)

小学校高学年(n=176)

30.2

32.6

11.2

2.5

13.0

1.8

34.3

33.1

14.5

2.9

12.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【未就学児童】

小学校低学年(n=285)

小学校高学年(n=242)
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【習い事（ピアノ・学習塾など）】 

 

 

【同好会・少年団など】 

 

 

【児童館】 

 

 

34.6

28.8

12.8

3.4

3.9

0.3

38.5

33.6

16.7

5.7

5.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【就学児童】

小学校低学年(n=382)

小学校高学年(n=384)

41.1

34.4

10.0

1.7

4.8

0.5

34.8

37.9

16.5

2.7

7.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【未就学児童】

小学校低学年(n=418)

小学校高学年(n=448)

10.6

13.8

27.2

17.5

13.0

2.0

5.9

17.6

30.8

23.2

19.7

2.8

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【就学児童】

小学校低学年(n=246)

小学校高学年(n=289)

19.6

20.1

23.2

4.1

8.8

1.5

10.6

17.1

30.9

12.2

26.8

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【未就学児童】

小学校低学年(n=194)

小学校高学年(n=246)

12.4

12.4

17.4

7.0

41.8

3.5

21.1

22.2

15.6

5.6

33.3

2.2

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【就学児童】

小学校低学年(n=201)

小学校高学年(n=90)

10.2

9.7

15.6

8.9

43.0

6.2

11.1

13.8

20.9

6.2

40.9

7.1

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【未就学児童】

小学校低学年(n=372)

小学校高学年(n=225)
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【チャレンジ教室】 

 

 

【放課後児童クラブ（学童保育）】 

 

 

【その他（公民館、公園など）】 

 

  

39.8

22.7

17.0

1.1

8.0

1.1

44.3

21.4

17.1

1.4

14.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【就学児童】

小学校低学年(n=88)

小学校高学年(n=70)

44.2

17.9

12.6

1.1

17.9

0.0

41.2

18.8

10.6

4.7

21.2

3.5

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【未就学児童】

小学校低学年(n=95)

小学校高学年(n=85)

8.6

11.1

14.0

5.4

51.3

2.5

9.3

17.6

15.7

5.6

45.4

6.5

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【就学児童】

小学校低学年(n=279)

小学校高学年(n=108)

6.2

8.4

18.1

6.0

50.6

5.8

7.5

15.4

22.2

5.1

45.4

4.4

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【未就学児童】

小学校低学年(n=514)

小学校高学年(n=293)

18.4

27.2

15.5

4.4

14.1

2.4

24.2

28.0

23.1

5.9

15.6

3.2

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【就学児童】

小学校低学年(n=206)

小学校高学年(n=186)

24.1

29.4

17.6

4.7

14.1

3.5

21.5

26.4

27.0

6.1

14.7

4.3

0% 20% 40% 60% 80%

週１日

週２日

週３日

週４日

週５日

週６日以上

【未就学児童】

小学校低学年(n=170)

小学校高学年(n=163)
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（２）放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望 

●未就学児童：問 29［就学児童：問 22］ 

問 28［問 21］で「７．」（放課後児童クラブ（学童保育））と回答した人のみ 

利用希望についてお答えください。（それぞれあてはまる番号１つに○） 

また、利用したい時間帯についてもご記入ください。 

 

①平日 

○０～２歳以外では「１～３年生の間は利用したい」が５割台半ばと多くなっています。 

○０～２歳では「１～６年生において利用したい」が６割弱で多く、他の年代と比較して６年間利用

したいと検討している傾向がみられます。 

○利用希望終了時刻については、就学児童、未就学児童ともに１～３年生の間利用、１～６年生の間

利用のいずれの場合も、下校時から「18～19 時前」が約４割～5 割台半ばと最も多くなっています。  

 

 

平日の放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望終了時刻（単数回答） 

 

56.3

55.4

55.6

38.9

35.7

40.1

42.3

58.0

5.4

3.4

1.1

2.7

2.7

1.1

1.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=112)

6-8歳(n=177)

3-5歳(n=284)

0-2歳(n=226)

平日の放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望（単数回答）

１～３年生の間は利用したい １～６年生において利用したい

利用する必要はない 無回答

16.8

24.2

40.4

17.4

1.2

0.0

5.4

23.2

44.6

25.9

0.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80%

17時前

17～18時前

18～19時前

19～20時前

20時以降

無回答

【就学児童】

１～３年生の間利用(n=161)

１～６年生の間利用(n=112)

16.6

33.2

40.3

9.1

0.0

0.8

10.9

25.2

53.5

9.3

0.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80%

17時前

17～18時前

18～19時前

19～20時前

20時以降

無回答

【未就学児童】

１～３年生の間利用(n=253)

１～６年生の間利用(n=258)
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②土曜日 

○土曜日については、すべての年齢区分において「利用する必要はない」が最も多いものの、３～５

歳については「１～３年生の間は利用したい」が３割弱、０～２歳については「１～６年生におい

て利用したい」が２割台半ばで、６歳以上に比べて多くなっています。 

○希望する利用開始時刻は、就学児童は「８～９時前」が４割弱～４割強と最も多く、未就学児童は

１～３年生の間利用で「９～10時前」が４割台半ば、１～６年生の間利用で「８～９時前」が 3割

台半ばと多くなっています。 

○希望する利用終了時刻は、就学児童、未就学児童ともに「18～19 時前」が４割弱～４割台半ばで最

も多くなっています。 

 

 

 

土曜日の放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望開始時刻（単数回答） 

  

 

 

 

20.5

17.5

28.9

17.3

13.4

15.8

18.7

26.5

62.5

65.5

51.1

55.3

3.6

1.1

1.4

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=112)

6-8歳(n=177)

3-5歳(n=284)

0-2歳(n=226)

土曜日の放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望（単数回答）

１～３年生の間は利用したい １～６年生において利用したい

利用する必要はない 無回答

14.8

42.6

37.0

5.6

9.1

38.6

38.6

11.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80%

8時前

8～9時前

9～10時前

10時以降

無回答

【就学児童】

１～３年生の間利用(n=54)

１～６年生の間利用(n=44)

8.9

38.7

45.2

4.8

2.4

8.6

36.2

35.3

14.7

5.2

0% 20% 40% 60% 80%

8時前

8～9時前

9～10時前

10時以降

無回答

【未就学児童】

１～３年生の間利用(n=124)

１～６年生の間利用(n=116)
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土曜日の放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望終了時刻（単数回答） 

  

 

③日曜日・祝日 

○利用希望については、すべての年齢区分において土曜日より「利用する必要はない」との回答が多

くなっています。 

○希望する利用開始時刻は、就学児童では「８～９時前」と「９～10時前」が 2 割台半ば～５割で多

く、未就学児童も同様に「８～９時前」と「９～10 時前」が 3 割強～約４割台半ばで多くなってい

ます。 

○希望する利用終了時刻は、就学児童では１～３年生の間利用は「17 時前」が約３割、１～６年生の

間利用は「18～19 時前」が４割、未就学児童では同様に「18～19 時前」が４割台で最も多くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

24.1

20.4

37.0

16.7

1.9

15.9

20.5

45.5

18.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

17時前

17～18時前

18～19時前

19～20時前

20時以降

【就学児童】

１～３年生の間利用(n=54)

１～６年生の間利用(n=44)

24.2

20.2

45.2

8.1

0.8

28.4

19.0

39.7

7.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

17時前

17～18時前

18～19時前

19～20時前

20時以降

【未就学児童】

１～３年生の間利用(n=124)

１～６年生の間利用(n=116)

12.5

9.6

12.7

8.0

8.0

11.9

10.9

11.5

76.8

76.8

73.9

78.8

2.7

1.7

2.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=112)

6-8歳(n=177)

3-5歳(n=284)

0-2歳(n=226)

日曜日・祝日の放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望（単数回答）

１～３年生の間は利用したい １～６年生において利用したい

利用する必要はない 無回答
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日曜日・祝日の放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望開始時刻（単数回答） 

  

 

日曜日・祝日の放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望終了時刻（単数回答） 

 

  

 

  

16.1

35.5

41.9

6.5

6.7

50.0

26.7

10.0

6.7

0% 20% 40% 60% 80%

8時前

8～9時前

9～10時前

10時以降

無回答

【就学児童】

１～３年生の間利用(n=31)

１～６年生の間利用(n=30)

8.9

44.6

37.5

7.1

1.8

8.5

32.2

37.3

18.6

3.4

0% 20% 40% 60% 80%

8時前

8～9時前

9～10時前

10時以降

無回答

【未就学児童】

１～３年生の間利用(n=56)

１～６年生の間利用(n=59)

29.0

19.4

25.8

22.6

3.2

13.3

30.0

40.0

13.3

0.0

3.3

0% 20% 40% 60% 80%

17時前

17～18時前

18～19時前

19～20時前

20時以降

無回答

【就学児童】

１～３年生の間利用(n=31)

１～６年生の間利用(n=30)

23.2

19.6

42.9

10.7

1.8

1.8

20.3

22.0

44.1

10.2

0.0

3.4

0% 20% 40% 60% 80%

17時前

17～18時前

18～19時前

19～20時前

20時以降

無回答

【未就学児童】

１～３年生の間利用(n=56)

１～６年生の間利用(n=59)
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④夏休み・冬休みなどの長期休暇期間中 

○平日と同様に利用希望は多く、０～２歳以外では「１～３年生の間は利用したい」と「１～６年生

において利用したい」を合わせて約 9割～9 割台半ばと多くなっています。 

○０～２歳では「１～６年生において利用したい」が約５割で最も多いものの、「利用する必要はな

い」も１割強と他の年齢区分に比べて多くなっています。 

○希望する利用開始時刻は、就学児童、未就学児童とも「８～９時前」が５割弱～６割弱で最も多く

なっていますが、未就学児童は「９～10時前」も３割台半ばと多くなっています。 

○希望する利用終了時刻は、就学児童、未就学児童とも「18～19時前」が４割弱～４割台半ばで最も

多くなっています。 

 

 

 

長期休暇期間中の放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望開始時刻（単数回答） 

 

  

49.1

46.9

52.1

34.1

40.2

43.5

42.3

50.9

8.9

8.5

4.6

13.7

1.8

1.1

1.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=112)

6-8歳(n=177)

3-5歳(n=284)

0-2歳(n=226)

長期休暇期間中の放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望（単数回答）

１～３年生の間は利用したい １～６年生において利用したい

利用する必要はない 無回答

8.7

58.0

28.3

5.1

12.2

58.5

22.8

4.9

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

8時前

8～9時前

9～10時前

10時以降

無回答

【就学児童】

１～３年生の間利用(n=138)

１～６年生の間利用(n=123)

7.4

52.2

36.1

3.0

1.3

8.7

47.3

34.9

6.6

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

8時前

8～9時前

9～10時前

10時以降

無回答

【未就学児童】

１～３年生の間利用(n=230)

１～６年生の間利用(n=241)
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長期休暇期間中の放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望終了時刻（単数回答） 

 

 

 

（３）放課後児童クラブの有料化に対する考え方 

●未就学児童：問 29-１［就学児童：問 22-１］ 

釧路市では現在、放課後児童クラブは無料（父母会費は別途徴収）で利用できますが、今後、放課

後児童クラブの有料化に対する考え方についてご記入ください。 

 

①放課後児童クラブを有料で利用する場合 

放課後児童クラブの有料で利用する場合の利用意向について、あてはまる番号１つに〇をつけてく

ださい。また、利用したい場合、月額として支払える目安を（   ）内にご記入ください。 

○３～５歳以外では「利用しない」が４割強～約６割で多くなっています。 

○３～５歳では「１～３年生の間は利用したい」が３割台半ばで最も多くなっています。 

 

 

19.6

21.7

41.3

15.9

0.7

0.7

16.3

22.8

39.8

20.3

0.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80%

17時前

17～18時前

18～19時前

19～20時前

20時以降

無回答

【就学児童】

１～３年生の間利用(n=138)

１～６年生の間利用(n=123)

24.8

26.5

39.1

8.3

0.4

0.9

19.1

26.1

44.8

7.5

0.0

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

17時前

17～18時前

18～19時前

19～20時前

20時以降

無回答

【未就学児童】

１～３年生の間利用(n=230)

１～６年生の間利用(n=241)

23.0

27.7

36.5

26.4

9.2

14.9

20.9

26.2

60.8

52.1

37.8

41.6

7.0

5.3

4.9

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

放課後児童クラブを有料で利用する場合の利用意向（単数回答）

１～３年生の間は利用したい １～６年生において利用したい

利用しない 無回答
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○放課後児童クラブを有料で利用する場合に月額として払える料金の目安については、就学児童では

「1,000～2,000 円未満」が２割台半ば～３割台で最も多くなっています。 

○未就学児童では、「5,000 円以上」が３割弱～４割弱で最も多くなっています。 

 

放課後児童クラブを有料で利用する場合に月額として払える料金の目安（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.3

31.4

17.7

20.5

14.0

3.1

12.1

24.1

12.1

22.7

22.7

6.4

0% 20% 40% 60%

1,000円未満

1,000～2,000円未満

2,000～3,000円未満

3,000～5,000円未満

5,000円以上

無回答

【就学児童】

１～３年生の間利用(n=293)

１～６年生の間利用(n=141)

11.2

22.4

15.0

20.6

28.3

2.4

11.2

17.5

11.6

19.1

38.6

2.0

0% 20% 40% 60%

1,000円未満

1,000～2,000円未満

2,000～3,000円未満

3,000～5,000円未満

5,000円以上

無回答

【未就学児童】

１～３年生の間利用(n=339)

１～６年生の間利用(n=251)
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②平日、土曜日、夏休み・冬休みなどの長期休暇期間中の開設時間が有料で延長になった場合 

平日、土曜日、夏休み・冬休みなどの長期休暇期間中の開設時間が有料で延長になった場合の利用

意向について、あてはまる番号１つに〇をつけてください。また、利用したい場合、延長 1時間とし

て支払える目安を（   ）内にご記入ください。 

○「利用しない」が４割台半ば～６割台半ばで最も多くなっているものの、０～２歳では「１～６年

生において利用したい」が２割台半ば、３～５歳では「１～３年生の間は利用したい」が３割強と

なっています。 

 

 

 

○開設時間が有料で延長になった場合の延長１時間当たりに払える料金の目安については、就学児童、

未就学児童とも「100～200 円未満」が３割弱～約３割で最も多くなっています。 

 

開設時間が有料で延長になった場合の延長１時間当たりに払える料金の目安（単数回答） 

 

 

 

23.0

27.7

36.5

26.4

9.2

14.9

20.9

26.2

60.8

52.1

37.8

41.6

7.0

5.3

4.9

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

長期休暇期間中の開設時間が有料で延長になった場合の利用意向

（単数回答）

１～３年生の間は利用したい １～６年生において利用したい

利用しない 無回答

4.5

27.3

17.8

19.0

0.4

19.0

7.0

5.0

2.2

28.1

14.4

13.7

1.4

25.2

10.1

5.0

0% 20% 40% 60%

100円未満

100～200円未満

200～300円未満

300～400円未満

400～500円未満

500～1,000円未満

1,000円以上

無回答

【就学児童】

１～３年生の間利用(n=242)

１～６年生の間利用(n=139)

4.4

30.6

18.7

11.6

0.3

17.0

13.3

4.1

4.3

28.3

18.3

12.6

0.9

21.7

11.3

2.6

0% 20% 40% 60%

100円未満

100～200円未満

200～300円未満

300～400円未満

400～500円未満

500～1,000円未満

1,000円以上

無回答

【未就学児童】

１～３年生の間利用(n=294)

１～６年生の間利用(n=230)
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③日曜日・祝日等に開設した場合 

日曜日・祝日等に開設した場合の利用意向について、あてはまる番号１つに〇をつけてください。

また、利用したい場合、延長 1時間として支払える目安を（   ）内にご記入ください。 

○「利用しない」が７割台半ば～８割弱で最も多く、平日、土曜日、長期休暇期間中の開設時間が有

料で延長になった場合に比べて利用意向は低くなっています。 

 

 

 

 

○日曜日・祝日等に開設した場合の日額として払える料金の目安については、就学児童では、「1,000

～3,000 円未満」が３割台半ば～約４割と最も多く、未就学児童は「500～1,000 円未満」が３割台

半ばで最も多くなっています。 

 

日曜日・祝日等に開設した場合の日額として払える料金の目安（単数回答） 

 

 

9.4

9.8

13.7

9.5

6.4

6.4

7.0

11.2

77.4

78.5

73.7

73.4

6.8

5.3

5.6

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

日曜日・祝日等に開設した場合の利用意向（単数回答）

１～３年生の間は利用したい １～６年生において利用したい

利用しない 無回答

24.3

28.8

36.0

3.6

3.6

3.6

17.8

26.0

39.7

6.8

6.8

2.7

0% 20% 40% 60%

500円未満

500～1,000円未満

1,000～3,000円未満

3,000～5,000円未満

5,000円以上

無回答

【就学児童】

１～３年生の間利用(n=111)

１～６年生の間利用(n=73)

24.0

35.2

30.4

7.2

1.6

1.6

18.6

36.1

32.0

6.2

4.1

3.1

0% 20% 40% 60%

500円未満

500～1,000円未満

1,000～3,000円未満

3,000～5,000円未満

5,000円以上

無回答

【未就学児童】

１～３年生の間利用(n=125)

１～６年生の間利用(n=97)
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２.10 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 
 

（１）子どもが生まれたときの育児休業の取得状況 

●未就学児童：問 30 

あて名のお子さんが生まれた時の育児休業の取得状況をお答えください。 

（それぞれあてはまる番号１つに○） 

○母親では「取得した（取得中である）」が５割弱であるのに対し、父親では「取得していない」が８

割を占め、父親のほとんどは育児休業を取得していない結果となっています。 

 

 

  

41.5

1.8

48.8

8.4

8.9

80.0

0.8

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親(n=1,073)

父親(n=1,073)

育児休業の取得状況（単数回答）

働いていない 育児休業を取得した（取得中である） 取得していない 無回答
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（２）育児休業を取得していない理由 

●未就学児童：問 30-１ 

問 30で「３．」（取得していない）と回答した人のみ 

その理由についてお答えください。（それぞれあてはまる番号すべてに○） 

○母親では「子育てや家事に専念するため退職した」が２割台半ばで最も多く、次いで「職場に育児

休業の制度がなかった」が２割強となっています。 

○父親では「仕事が忙しかった」が約４割で最も多く、次いで「職場に育児休業を取りにくい雰囲気

があった」が３割台半ば、「経済的に苦しくなりそうだった」が３割弱となっており、母親の理由と

の違いがみられます。 

 

 
 

 

  

16.7

10.4

11.5

10.4

1.0

14.6

11.5

1.0

25.0

8.3

22.9

5.2

3.1

7.3

15.6

6.3

36.2

40.7

0.3

2.6

5.2

27.6

1.5

21.8

0.1

20.6

11.3

0.1

2.6

0.1

5.1

14.5

0% 20% 40% 60%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

経済的に苦しくなりそうだった

保育所等に預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

子育てや家事に専念するため退職した

制度を利用する必要がなかった

職場に育児休業の制度がなかった

取得要件を満たさなかった

取得できることを知らなかった

取得できることを知らず退職した

その他

無回答

育児休業を取得していない理由（複数回答）

母親(n=96)

父親(n=858)
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（３）職場復帰した（職場復帰する）タイミング 

●未就学児童：問 31 

問 30で「２．」（育児休業を取得した（取得中である））と回答した人のみ 

職場復帰した（職場復帰する）タイミングについてお答えください。 

（それぞれあてはまる番号１つに○） 

○母親では「年度初めの保育所等の入所に合わせた」は４割強となっており、「それ以外だった」が５

割強となっています。 

 

 

※「育児休業を取得した（取得中）」の父親はサンプル数が少ないため、以降の問については分類しな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.8

2.2

52.1

85.6

6.1

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親(n=524)

父親(n=90)

職場復帰した（職場復帰する）タイミング（単数回答）

年度初めの保育所等の入所に合わせた それ以外だった 無回答
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（４）育児休業の実際の取得期間（予定を含む）、取得したかった（したい）期間 

●未就学児童：問 31-１ 

問 30で「２．」（育児休業を取得した（取得中である））と回答した人のみ 

育児休業の実際の取得期間（予定を含む）、取得したかった（したい）希望の期間について、それ

ぞれ、あて名のお子さんの年齢でご記入ください。 

○母親の育児休業から職場復帰した際の実際の取得期間と希望する取得期間については、実際、希望

とも「子どもが２歳になる前まで」が４割弱～６割弱で最も多くなっています。 

○希望取得期間と、実際の取得期間のクロス集計を行うと、「子どもが２歳になる前まで」を希望して

おり、実際に実現した割合は５割台半ば、同じく「子どもが３歳になる前まで」は１割台、「子ども

が３歳以上」は１割台半ばとなっており、希望取得期間が長い場合、実際に取得できる人の割合は

少なくなっています。 

 

 

育児休業の取得期間（実際と希望のかい離について）【母親】 

  

27.9

57.3

6.9

4.0

4.0

5.7

37.4

21.9

21.2

13.7

0% 20% 40% 60%

1歳以前

2歳以前

3歳以前

3歳以上

無回答

育児休業の取得期間【母親】（単数回答）

実際の取得期間(n=524)

希望する期間(n=524)

子どもが1歳
になる前まで

子どもが2歳
になる前まで

子どもが3歳
になる前まで

子どもが3歳
以上

無回答

子どもが1歳になる前まで(n=30) 86.7 13.3 - - -

子どもが2歳になる前まで(n=196) 43.9 54.6 1.0 - 0.5

子どもが3歳になる前まで（n=115） 17.4 68.7 11.3 0.9 1.7

子どもが3歳以上（n=111） 3.6 67.6 12.6 15.3 0.9

実際希望
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（５）職場復帰する際の実際の復帰時期と希望する時期が異なった理由 

①希望より早く復帰した（復帰する予定）理由 

●未就学児童：問 31-２ 

問 31-1で、実際の復帰と希望が異なる人のみ 

「希望より早く復帰した（復帰する予定）方」はその理由についてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

○育児休業から職場復帰した際の実際と希望が異なる母親の、希望より早く職場復帰した理由につい

ては「経済的な理由のため」「職場の都合」が３割強となっています。 

 

②希望より遅く復帰した（復帰する予定）理由 

●未就学児童：問 31-３ 

問 31-1で、実際の復帰と希望が異なる人のみ 

「希望より遅く復帰した（復帰する予定）方」はその理由についてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

○母親の希望より遅く復帰した理由については、無回答が多かったものの、「希望する保育所等に入

るため」が２割台半ばで最も多くなっています。 

 

23.8

1.5

32.1

31.2

12.0

5.6

30.9

0% 20% 40% 60%

希望する保育所等に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由のため

職場の都合

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

無回答

希望より早く復帰した（復帰する予定）理由【母親】（複数回答）

未就学児童(n=324)

24.1

3.8

0.0

0.0

6.3

2.5

69.6

0% 20% 40% 60% 80%

希望する保育所等に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由のため

職場の都合

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他

無回答

希望より遅く復帰した（復帰する予定）理由【母親】（複数回答）

未就学児童(n=79)
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（６）職場復帰時の短時間勤務制度の利用有無 

●未就学児童：問 31-４ 

問 30で、「２.」（育児休業を取得した（取得中である））と回答した人のみ 

育児休業からの職場復帰（復帰する予定）時に、短時間勤務制度を利用したか（利用するか）につ

いてお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

○育児休業を取得した（取得中である）母親の短時間勤務制度の利用有無については、「短時間勤務制

度を利用しなかった（しない）」が５割強を占め、「短時間勤務制度を利用した（する）」は４割台半

ばとなっています。 

 

 

 

（７）短時間勤務制度を利用しなかった（利用しない）理由 

●未就学児童：問 31-５ 

問 31-４で、「２.」（短時間勤務制度を利用しなかった（利用しない）と回答した人のみ 

短時間勤務制度を利用しなかった（利用しない）理由についてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

○「給与が減額され経済的に苦しくなる」が４割台半ばで最も多く、次いで「取りにくい雰囲気があ

った」が約３割、「仕事が忙しかった」が２割台半ばとなっており、経済的理由と職場の子育て支援

環境によるものが多くなっています。 

 

 

44.1 51.5 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親(n=524)

育児休業からの職場復帰（予定）時の短時間勤務制度の利用有無【母親】（単数回答）

短時間勤務制度を利用した（する） 短時間勤務制度を利用しなかった（しない） 無回答

30.4

24.1

45.6

13.7

0.0

6.3

16.3

10.7

10.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80%

取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

給与が減額され、経済的に苦しくなる

保育所等の入所申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

利用する必要がなかった

職場に短時間勤務制度がなかった

利用できることを知らなかった

その他

無回答

短時間勤務制度を利用しなかった（利用しない）理由【母親】（複数回答）

未就学児童(n=270)
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（８）１歳で必ず利用できる保育事業があった場合の育児休業の取得意向 

●未就学児童：問 31-６ 

現在、育児休業中の人のみ 

お子さんが１歳になったときに必ず利用できる保育事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得

するかについてお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

○「１歳になるまで育児休業を取得したい」が９割強となっています。 

 

 

 

 

  

93.0 7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親(n=214)

１歳で必ず利用できる保育事業があった場合の育児休業の取得意向【母親】（単数回答）

１歳になるまで育児休業を取得したい １歳になる前に復帰したい
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２.11 子育てのことやご家庭の経済的状況について 
（１）理想とする子どもの人数 

●未就学児童：問 32［就学児童：問 23］ 

理想とする子どもの人数をご記入ください。 

○「2 人」が 4 割台半ば～5割強、「3 人」が 3 割強～4 割弱と多くなっています。 

 

 

（２）理想とする子どもの人数の実現の見込み 

●未就学児童：問 33［就学児童：問 24］ 

理想とする子どもの人数の実現の見込みについてお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

○「理想とする子どもの人数を実現している」が４割強～６割台半ばと最も多くなっております。 

○０～２歳では「今後実現したい」が約２割台半ばと他の年齢区分に比べて多くなっています。 

 

  

9.1

5.0

8.5

9.3

45.1

50.0

47.3

52.7

38.5

39.0

38.3

31.6

6.3

5.0

5.4

5.3

1.0

1.1

0.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

理想とする子どもの人数（単数回答）

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

63.8

62.4

52.9

42.4

35.7

33.5

36.3

30.6

0.2

3.2

10.3

26.0

0.3

0.9

0.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

理想とする子どもの人数の実現の見込み（単数回答）

理想とする子どもの人数を実現している 理想とする子どもの人数の実現は難しい

今後実現したい 無回答
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（３）理想とする子どもの人数の実現が難しい理由 

●未就学児童：問 33-１［就学児童：問 24-１］ 

 問 33で「２．」（理想とする子どもの人数の実現は難しい）と回答した人のみ 

理想とする子どもの人数の実現が難しい理由についてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

○「経済的に厳しい」が６割弱～８割弱、「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が５割台半ば～6割

台半ばと多くなっています。 

○「育児の負担が大きい」については、特に５歳以下で４割を超えて多くなっています。 

○「その他」の内容としては、「年齢的な問題」「不妊治療が大変」のほか、離婚や死別などにより「配

偶者がいない」という回答がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.4

55.6

33.7

17.6

17.1

29.3

37.1

18.0

5.4

17.1

21.5

0.5

58.2

57.7

34.9

16.4

14.8

28.0

34.4

10.6

9.0

18.5

19.6

1.1

64.9

66.8

40.1

18.3

17.8

19.8

47.5

19.3

10.4

21.8

13.4

0.5

77.5

66.9

29.1

17.9

17.9

19.9

45.0

17.2

9.3

27.8

9.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経済的に厳しい

子育てや教育にお金がかかりすぎる

仕事に差し支える

仕事の将来に不安がある

家が狭い

健康上の課題

育児の負担が大きい

配偶者から協力を得られない

配偶者が望まない

子どもを育てられる社会環境ではない

その他

無回答

理想とする子どもの人数の実現が難しい理由（複数回答）

9-11歳(n=205)

6-8歳(n=189)

3-5歳(n=202)

0-2歳(n=151)
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（４）子育てをする中で不安に思っていること、困っていること 

●未就学児童：問 34［就学児童：問 25］ 

子育てをする中で、不安に思っていること、困っていることについてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

○「経済的な面」が４割台半ば～約６割、「しつけ・育児方法・接し方」が４割強～５割台半ば、次い

で「子どもの健康や性格」が４割強～約５割、「子どもの学校生活・教育環境」が３割台半ば～５

割強などとなっています。 

 

 
 

  

41.8

41.1

51.4

35.7

27.5

15.7

6.8

11.8

8.7

51.9

2.4

11.0

1.0

45.0

49.3

48.2

38.7

28.0

17.4

11.0

16.7

6.2

46.8

1.4

9.6

1.1

55.6

49.8

50.4

42.6

30.2

26.1

9.2

24.6

8.8

51.8

2.0

6.7

0.4

55.0

44.4

35.7

40.0

26.2

20.3

9.7

24.7

8.7

59.0

2.0

9.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80%

しつけ・育児方法・接し方

子どもの健康や性格

子どもの学校生活・教育環境

子どもの遊び場・生活環境

子どもにとっての地域の治安

子どもとふれあう時間が少ない

子どもを通じた近所付き合い

趣味や付き合いなど自分の時間が少ない

配偶者・親族等の協力が得られない

経済的な面

その他

特にない

無回答

子育てする中で、不安に思っていること、困っていること（複数回答）

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)
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（５）普段の家計の状況 

●未就学児童：問 35［就学児童：問 26］ 

普段の家計の状況について、もっとも近い状況をお答えください。（あてはまる番号１つに○） 

○普段の家計の状況については、「どちらでもなく、ぎりぎり」が３割台半ば～約４割で最も多く、次

いで“黒字”（「黒字（毎月貯金している）」と「黒字（貯金はしていない）」の合計）は 4 割弱～約 4

割、“赤字”（「赤字（貯金を取り崩している）」と「赤字（借り入れが必要な状況）」の合計）は２割

台となっています。 

 

 

  

30.8

30.0

30.8

30.2

8.7

8.0

7.9

9.1

36.9

40.1

36.7

35.7

14.6

12.6

16.4

16.0

8.4

8.5

7.4

6.7

0.5

0.9

0.9

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

普段の家計の状況（単数回答）

黒字（毎月貯金している） 黒字（貯金はしていない）
どちらでもなく、ぎりぎり 赤字（貯金を取り崩している）
赤字（借り入れが必要な状況） 無回答
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（６）経済的な理由で食料を買えなかった経験の有無 

●未就学児童：問 36［就学児童：問 27］ 

経済的な理由で食料を買えなかった経験はありますか。（あてはまる番号１つに○） 

○「まったくなかった」が７割～８割弱となっており、“あった”（「よくあった」「ときどきあった」

「まれにあった」の合計）という回答は約２割～３割弱となっています。 

 

 

 

（７）経済的な理由で暖房が使えなかった経験の有無 

●未就学児童：問 37［就学児童：問 28］ 

経済的な理由で暖房が使えなかった経験はありますか。（あてはまる番号１つに○） 

○「まったくなかった」が約８割～９割弱となっており、“あった”（「よくあった」「ときどきあった」

「まれにあった」の合計）という回答は１割強～約２割となっています。 

 

 

 

4.0

2.7

4.1

2.8

11.1

10.3

7.2

8.7

14.6

13.7

11.5

9.3

70.0

72.7

76.6

78.3

0.2

0.7

0.5

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

経済的な理由で食料を買えなかった経験の有無（単数回答）

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

3.0

1.6

2.5

1.0

6.3

6.7

6.1

3.4

10.6

7.8

5.8

7.1

79.8

83.5

85.3

87.4

0.3

0.4

0.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

経済的な理由で暖房を使えなかった経験の有無（単数回答）

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答
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（８）子どもを病院等で受診させられなかった経験の有無 

●未就学児童：問 38［就学児童：問 29］ 

子どもが病院等を受診した方が良いと思ったが、受診させられなかった経験はありますか。 

（あてはまる番号１つに○） 

○「なかった」が８割台～約９割となっており、「あった」という回答も０～２歳を除いて１割台半ば

となっています。 

 

 

  

17.6

16.3

16.0

8.9

82.2

83.3

83.8

90.3

0.2

0.4

0.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)

子どもを病院等で受診させられなかった経験の有無（単数回答）

あった なかった 無回答
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（９）子どもを受診させられなかった理由 

●未就学児童：問 38-１［就学児童：問 29-１］ 

 問 38［問 29］で「１.」（あった）と回答した人のみ 

子どもを受診させられなかった理由はなんですか。（あてはまる番号すべてに○） 

○子どもを受診させられなかった理由については、「仕事で時間がなかった」が約４割～５割台半ば

で最も多くなっています。次いで０～２歳では「他の子どもの世話で時間がなかった」「自分の健康

状態が悪かった」が１割台半ばとなっており、それ以外の年代では、「お金がなかった」が約２割～

３割台半ばで多くなっています。 

○６～８歳では、「その他」が３割台となっており、内容としては「小児科が少ない。待ち時間が長

い。」「交通の便が悪い」「予約がとれない」「診察時間があわない」などがあげられました。 

 

 

  

35.6

5.0

54.5

12.9

13.9

8.9

10.9

13.9

1.0

31.5

2.2

39.1

10.9

20.7

10.9

6.5

31.5

2.2

20.2

1.1

55.1

14.6

23.6

7.9

12.4

19.1

0.0

4.5

4.5

52.3

15.9

15.9

13.6

2.3

20.5

2.3

0% 20% 40% 60%

お金がなかった

保険証がなかった

仕事で時間がなかった

他の子どもの世話で時間がなかった

自分の健康状態が悪かった

病院が遠い

子どもが嫌がった

その他

無回答

子どもを受診させられなかった理由（複数回答）

9-11歳(n=101)

6-8歳(n=92)

3-5歳(n=89)

0-2歳(n=44)
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（10）子育てに関する不安や悩みを解消するために重要だと思うこと 

●未就学児童：問 39［就学児童：問 30］ 

 子育てに関する不安や悩みを解消するために重要だと思うことについてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

○「経済的に安定すること」が８割強～８割台半ば、「時間にゆとりが持てること」が約７割～約８割、

「子どもと接する時間が十分あること」が６割台半ば～７割弱、「家族の理解・協力が得られるこ

と」が６割強～約７割と多くなっています。 

 

 

  

63.6

61.3

46.2

83.3

69.9

14.6

15.3

51.9

39.5

2.3

0.9

63.8

62.8

48.4

82.6

73.9

13.8

16.7

50.0

51.6

1.2

0.9

67.3

66.9

51.4

84.9

79.0

18.0

15.1

48.9

51.8

3.4

1.1

65.5

69.4

58.4

84.6

76.1

25.4

17.0

39.4

52.7

2.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもと接する時間が十分あること

家族の理解・協力が得られること

信頼できる身近な人と気軽に相談できること

経済的に安定すること

時間にゆとりが持てること

子育て支援センターなどで気軽に相談できること

地域とのつながりを持つこと

学校生活・教育環境が整うこと

遊び場・生活環境が整うこと

その他

無回答

子育てに関する不安や悩みを解消するために重要だと思うこと（複数回答）

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)
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（11）釧路市の地域の環境や子育て支援策として特に期待すること 

●未就学児童：問 40［就学児童：問 31］ 

釧路市の地域の環境や子育て支援策として、あなたが特に期待すること、重要だと思うことは何で

すか。（あてはまる番号５つまで○） 

○「子育てに関する経済的支援の充実」が約６割～６割台半ば、「子どもが安心して遊べる公園等の整

備」が４割台半ば～５割台半ば、「職場環境の整備に向けた事業所等への働きかけ」が４割弱～４

割強で多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

18.6

21.6

60.3

2.1

4.5

16.4

12.5

6.3

9.6

12.4

12.9

15.3

4.7

10.6

15.0

46.0

39.9

9.2

4.7

6.4

17.0

22.5

62.4

2.3

4.1

17.9

12.4

3.7

9.6

10.8

28.0

14.9

5.3

9.4

16.1

56.2

41.7

9.8

2.5

6.4

13.3

19.1

59.2

2.0

4.3

25.7

17.6

6.3

19.1

9.7

27.7

24.1

7.4

8.5

13.5

49.5

40.3

8.6

2.3

9.4

20.9

19.7

64.7

3.2

5.1

25.4

19.5

14.2

18.1

6.3

19.1

35.7

6.9

7.1

12.8

51.7

38.7

11.0

4.7

9.1

0% 20% 40% 60% 80%

子育てに関する相談機能の充実

子育てに関する情報提供の充実

子育てに関する経済的支援の充実

子育てグループなどの自主的な活動への支援

子育てを支援するボランティアの育成

子どもを一時的に預かってくれる事業の充実

病気等の際に保育してくれる事業の充実

乳児保育の充実

延長保育の充実

障がい児保育の充実

放課後児童クラブの充実

妊娠・出産への支援

母子の健康づくりに向けた取り組みの充実

児童虐待防止に関する取り組みの充実

地域住民による見守りや声かけ、パトロール

子どもが安心して遊べる公園等の整備

職場環境の整備に向けた事業所等への働きかけ

道路、公共施設等のバリアフリー化

その他

無回答

釧路市の地域の環境や子育て支援策として特に期待すること（複数回答）

9-11歳(n=574)

6-8歳(n=564)

3-5歳(n=556)

0-2歳(n=493)
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２.12 ご意見・ご要望などについて 
 

●未就学児童：問 41［就学児童：問 32］ 

最後に、子育ての環境や支援、教育・保育環境の拡充などに関してご意見がございましたら、ご自

由にご記入ください。 

○781 名から回答があり、「経済的環境」「子どもの遊び・体験の場や機会の充実」「保育所や幼稚園な

どの保育サービスの充実」「子どもの安全・安心の確保や子育て環境の整備充実」に対する意見・要

望が多くなっています。 

 

 

 

【経済的環境について】 

○「医療費の無料化」「学校給食の無料又は補助」「保育料金の無償化」「教材費や給食費など、養育に

かかる負担」に関する意見が特に多くなっています。 

【子どもの遊び・体験の場や機会の充実】 

○「子供が遊べる公園、屋内施設」「子供に色々な体験をさせるための施設」に関する意見が特に多く

なっています。 

【保育所や幼稚園などの保育サービスの充実】 

○「日曜日や長期休暇時の保育」「教育・保育サービスの時間帯」「病児保育の数等の受け入れ態勢」

に関する意見が多くなっています。 

【子どもの安全・安心の確保や子育て環境の整備充実】 

○「公園の治安・衛生環境」「通学路の道路整備、除雪」「公園の遊具等老朽化している箇所」に関す

る意見が特に多くなっています。 

 

294

251

101

56

46

34

30

29

25

18

3

2

94

0 50 100 150 200 250 300

経済的環境

子どもの遊び・体験の場や機会の充実

保育所や幼稚園などの保育サービスの充実

子どもの安全・安心の確保や子育て環境の整備充実

放課後児童クラブの充実

教育環境の整備充実

医療機関の充実

配慮が必要な児童への支援充実

子育てに関する職場の理解が進むこと

子育てに関する相談機能、情報提供の充実

子育てサークルなど自主的な活動への支援

育児教室など学ぶ場や機会の充実

その他

自由意見の分類結果【未就学児童+就学児童】
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３ 属性による集計 

 

３.１ 母親の就労状況別集計 
 

（１）母親の就労状況の変化 

○就労している母親（フルタイム、パートタイム、アルバイトの合計（産休・育休・介護休業中含む））

の割合は６割強～８割弱となっています。 

○母親の就労状況を５年前の調査結果と比較すると、就学児童、未就学児童とも大きな違いはみられ

ないものの、全体的に“就労中”の割合が増加しています。 

 

母親の就労状況の前回調査結果との比較（単数回答） 

 

 

○母親のパートタイム等からのフルタイムへの転換希望についても、５年前の調査結果と大きな違い

はみられないものの、未就学児童において、「パートタイム・アルバイト等を続けることを希望」が

減少し、「家事に専念したい」と「転換希望があり、実現できる見込みがある」がそれぞれ増加して

います。 

母親のパートタイム等からのフルタイムへの転換希望の前回調査結果との比較（単数回答） 

 

35.4

42.5

0.9

0.7

16.1

2.2

2.4

31.3

39.7

0.9

0.5

23.0

2.7

1.9

0% 20% 40% 60%

就労中（フルタイム）

就労中（パートタイム・アルバイト）

就労中（フルタイムで産休・育休・介

護休業中）

就労中（パートタイム・アルバイトで

産休・育休・介護休業中）

以前は就労していたが、現在は就

労していない

これまで就労したことがない

無回答

【就学児童】

今回調査(n=1,156)

前回調査(n=1,193)

32.0

30.6

9.5

1.8

23.2

1.8

1.2

26.7

27.2

5.5

2.5

34.6

1.9

1.5

0% 20% 40% 60%

就労中（フルタイム）

就労中（パートタイム・アルバイト）

就労中（フルタイムで産休・育休・

介護休業中）

就労中（パートタイム・アルバイトで

産休・育休・介護休業中）

以前は就労していたが、現在は就

労していない

これまで就労したことがない

無回答

【未就学児童】

今回調査(n=1,073)

前回調査(n=1,355)

6.4

21.8

66.3

3.6

1.8

8.5

20.0

65.8

2.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

転換希望があり、

実現できる見込みがある

転換希望はあるが、

実現できる見込みはない

パートタイム・アルバイト等を

続けることを希望

就労をやめて子育てや

家事に専念したい

無回答

【就学児童】

今回調査(n=499)

前回調査(n=480)

11.5

23.6

54.8

6.6

3.5

8.2

22.3

64.3

3.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80%

転換希望があり、

実現できる見込みがある

転換希望はあるが、

実現できる見込みはない

パートタイム・アルバイト等を

続けることを希望

就労をやめて子育てや

家事に専念したい

無回答

【未就学児童】

今回調査(n=347)

前回調査(n=403)
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○現在就労していない母親の今後の就労希望を５年前の調査結果と比較すると、就学児童、未就学児

童とも「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」の割合が増加しています。 

 

現在就労していない母親の今後の就労希望の前回調査結果との比較（単数回答） 

 

  

39.8

21.3

37.0

1.9

38.2

30.1

29.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80%

子育てや家事などに専念したい

１年より先で子どもの成長後に

就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に

就労したい

無回答

【就学児童】

今回調査(n=211)

前回調査(n=306)

29.5

41.0

27.2

2.2

28.5

50.3

18.6

2.6

0% 20% 40% 60% 80%

子育てや家事などに専念したい

１年より先で子どもの成長後に

就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に

就労したい

無回答

【未就学児童】

今回調査(n=268)

前回調査(n=495)
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（２）平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

○母親の就労状況別に平日の定期的な教育・保育事業の利用状況をみると、幼稚園については、就労

していない母親（「以前は就労していたが現在はしていない」と「これまでに就労したことがない」

の合計）が３割台半ばで多いものの、就労している母親（「就労中（フルタイム）」と「就労中（パ

ート・アルバイト）」の合計）も 6割台半ばとなっています。 

○認可保育所については、「就労中（フルタイム）」が 5割台半ばとなっています。 

○認定こども園については、「就労中（フルタイム）」と「就労中（パート・アルバイト）」が３割台半

ば～4 割台半ばとなっています。 

 

母親の就労状況別、平日の教育・保育事業の利用状況（単数回答） 

 

 

 

 

15.7

45.4

3.2

0.0

31.9

2.8

0.9

55.7

32.3

7.8

0.0

2.4

0.0

1.8

43.4

34.0

5.8

2.2

12.6

0.7

1.2

51.9

33.3

7.4

3.7

3.7

0.0

0.0

21.1

17.1

9.2

1.3

44.7

6.6

0.0

4.1

7.6

28.7

4.7

50.3

2.9

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就労中（フルタイム）

就労中（パート・アルバイト）

フルタイム（産休・育休・介護休業中）

パートタイム・アルバイト（産休・育休・介護休業中）

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

【未就学児童】

幼稚園(n=216)

認可保育所(n=167)

認定こども園(n=412)

地域型保育事業(n=27)

その他(n=76)

利用していない(n=171)
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①幼稚園 

○母親の就労状況別の幼稚園の利用時間は、フルタイム就労では「６時間以上」が約 6 割強で最も多

く、未就労では「５～６時間」が約６割で最も多くなっています。 

 

母親の就労状況別、幼稚園の利用時間（単数回答） 

 

 

 

②認可保育所 

○母親の就労状況別の認可保育所の利用時間は、フルタイム就労では「10～11 時間未満」が 3割台半

ばで最も多く、パート・アルバイト就労では「８時間未満」が５割弱、「８～９時間未満」が 4割と

多くなっています。 

 

母親の就労状況別、認可保育所の利用時間（単数回答） 

 

 

11.1

12.6

25.7

25.0

47.4

59.5

61.1

37.9

14.9

2.8

2.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム就労

(n=36)

パート・アルバイト

就労(n=95)

未就労(n=74)

【未就学児童】

5時間未満 5～6時間 6時間以上 無回答

5.7

49.1

50.0

25.5

40.0

50.0

27.4

5.5

0.0

35.8

1.8

0.0

3.8

0.0

0.0

1.9

3.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム就労

(n=106)

パート・アルバイト

就労(n=55)

未就労(n=4)

【未就学児童】

8時間未満 8～9時間未満 9～10時間未満 10～11時間未満 11時間以上 無回答
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③認定こども園 

○母親の就労状況別の認定こども園の利用時間は、フルタイム就労では「10 時間以上」が約３割で最

も多く、パート・アルバイト就労では「7～8 時間未満」が２割台、未就労では「６時間未満」が６

割台半ばで最も多くなっています。 

 

母親の就労状況別、認定こども園の利用時間（単数回答） 

 

 

  

7.7

19.9

64.9

3.8

14.9

15.8

6.3

23.6

10.5

24.0

21.7

7.0

27.4

14.3

0.0

30.3

3.7

0.0

0.5

1.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム就労(n=208)

パート・アルバイト就労(n=161)

未就労(n=57)

【未就学児童】

6時間未満 6～7時間未満 7～8時間未満 8～9時間未満 9～10時間未満 10時間以上 無回答
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（３）平日の定期的な教育・保育事業の今後の利用希望 

平日の定期的な教育・保育事業の今後の利用希望については、現在フルタイム就労している母親では

「認定こども園」が４割台半ばで最も多く、次いで「認可保育所」が３割弱、「幼稚園」が２割弱となっ

ています。 

パート・アルバイト就労では「認定こども園」が約４割で最も多く、次いで「幼稚園」が３割弱、「幼

稚園の預かり保育」が１割台半ばとなっています。 

未就労では「幼稚園」が４割台半ばで最も多くなっています。 

 

母親の就労状況別、平日の定期的な教育・保育事業の今後の利用希望（複数回答） 

 

 

  

17.1

9.7

28.5

45.6

1.6

0.0

4.9

3.8

2.0

1.6

4.3

0.9

19.8

29.7

16.1

14.7

40.6

1.4

0.0

3.2

2.6

1.2

0.6

3.5

2.3

22.8

46.6

16.0

11.2

29.9

1.9

0.0

5.2

0.7

0.0

0.7

5.6

3.0

21.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模保育

家庭的保育

一時預かり事業

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

【未就学児童】

フルタイム就労(n=445)

パート・アルバイト就労(n=347)

未就労(n=268)
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（４）平日の定期的な教育・保育事業以外の事業の今後の利用希望 

①土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

○現在フルタイム、パート・アルバイト就労している母親では、5割弱～6割弱が“利用したい”（「ほ

ぼ毎週利用したい」と「月に１～２回は利用したい」の合計）と回答しており、利用希望が高くな

っています。 

 

母親の就労状況別、土曜日の定期的な教育・保育事業の利用希望（単数回答） 

 

 

②日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望 

○現在フルタイム、パート・アルバイト就労、未就労の母親で「利用する必要はない」が約７割～7割

強を占めており、土曜日に比べると利用希望は低いものの、現在フルタイム就労している母親では

３割弱、パート・アルバイト就労している母親では２割台が“利用したい”（「ほぼ毎週利用したい」

と「月に１～２回は利用したい」の合計）と回答しています。 

 

母親の就労状況別、日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用希望（単数回答） 

 

 

41.6

50.7

72.0

20.2

14.1

4.9

36.6

33.4

19.8

1.6

1.7

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム就労(n=445)

パート・アルバイト就労(n=347)

未就労(n=268)

【未就学児童】

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 無回答

69.9

73.8

83.6

4.5

3.5

0.7

23.8

20.2

10.8

1.8

2.6

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム就労(n=445)

パート・アルバイト就労(n=347)

未就労(n=268)

【未就学児童】

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 無回答
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③長期休暇期間中の教育・保育事業の利用希望 

○現在フルタイム就労している母親では約５割弱、パート・アルバイト就労している母親では約６割

が“利用したい”（「ほぼ毎日利用したい（利用したかった）」と「週に数日利用したい（利用したか

った）」の合計）と回答しています。 

 

母親の就労状況別、長期休暇期間中の教育・保育事業の利用希望（単数回答） 

 

 

④病児・病後児のための保育施設等の利用希望 

○子どもが病気などで普段利用している教育・保育事業が利用できない場合等における、病児・病後

児のための保育施設の利用希望者の割合は、現在フルタイム、パート・アルバイト就労している母

親の２割強～約３割、未就労では１割弱と、利用希望が高くなっています。 

 

母親の就労状況別、病児・病後児のための保育施設等の利用希望（単数回答） 

 

 

 

17.4

18.0

47.3

33.5

32.4

12.4

13.6

28.0

34.1

35.5

21.6

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム就労(n=242)

パート・アルバイト就労(n=250)

未就労(n=129)

【未就学児童】

利用する必要はない（必要はなかった） ほぼ毎日利用したい（利用したかった）

週に数日利用したい（利用したかった） 無回答

30.3

21.3

9.0

66.1

77.2

84.7

3.6

1.4

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム就労(n=445)

パート・アルバイト就労(n=347)

未就労(n=268)

【未就学児童】

病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答



97 

⑤不定期の教育・保育事業の利用希望 

○すべての区分で３割強～約４割が「利用したい」と回答しています。 

 

母親の就労状況別、不定期の教育・保育事業の利用希望（単数回答） 

 

 

母親の就労状況別、不定期の事業を利用したい理由（複数回答） 

 

  

32.8

40.1

38.1

62.2

55.9

57.1

4.9

4.0

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム就労(n=445)

パート・アルバイト就労(n=347)

未就労(n=268)

【未就学児童】

利用したい 利用する必要はない 無回答

75.3

60.3

19.2

2.7

1.4

70.5

66.2

25.2

5.8

2.9

66.7

76.5

12.7

3.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院など

不定期の就労

その他

無回答

【未就学児童】

フルタイム就労(n=146)

パート・アルバイト就労(n=139)

未就労(n=102)



98 

３.２ 世帯構成別集計 
 

（１）世帯年収 

○核家族世帯では「500 万円以上 700 万円未満」が３割強、三世代家族世帯では「400 万円以上 500

万円未満」が３割弱で最も多くなっています。 

○ひとり親世帯では「100 万円以上 200 万円未満」が約３割で最も多く、次いで「200 万円以上 300

万円未満」が２割強となっています。 

 

世帯構成別、世帯年収（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.9

29.8

22.0

12.9

7.4

8.7

2.3

0.6

0.3

0.4

1.4

4.6

12.0

16.4

33.4

21.8

8.1

1.8

2.0

3.4

2.7

17.0

28.6

21.8

15.0

8.2

1.4

0.0

9.1

9.1

9.1

27.3

31.8

9.1

4.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

100万円未満

100万円以上200万円未満

200万円以上300万円未満

300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満

500万円以上700万円未満

700万円以上1000万円未満

1000万円以上

無回答

世帯構成別、世帯年収（単数回答）

ひとり親世帯(n=309)

核家族世帯(n=1,745)

三世代家族世帯(n=147)

その他(n=22)
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（２）子育てをする中で、不安に思っていること、困っていること 

○ひとり親世帯では「経済的な面」が６割台半ばで最も多く、次いで「しつけ・育児方法・接し方」

が５割強となっています。 

○三世代家族世帯では「経済的な面」が４割台半ばで最も多く、次いで「子どもの健康や性格」が約

４割となっています。 

 

世帯構成別、子育てをする中で、不安に思っていること、困っていること（複数回答） 

 

 

 

52.4

46.6

44.3

39.2

27.5

29.1

10.7

22.3

8.7

65.0

3.2

8.1

1.3

49.5

46.6

47.9

40.1

28.4

18.4

8.9

19.2

8.1

50.1

1.8

8.8

0.9

38.8

39.5

38.1

30.6

21.1

17.7

7.5

10.2

5.4

43.5

1.4

15.0

0.7

54.5

54.5

45.5

40.9

40.9

31.8

13.6

36.4

4.5

86.4

0.0

9.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

しつけ・育児方法・接し方

子どもの健康や性格

子どもの学校生活・教育環境

子どもの遊び場・生活環境

子どもにとっての地域の治安

子どもとふれあう時間が少ない

子どもを通じた近所付き合い

趣味や付き合いなど自分の時間が少ない

配偶者・親族等の協力が得られない

経済的な面

その他

特にない

無回答

ひとり親世帯(n=309)

核家族世帯(n=1,745)

三世代家族世帯(n=147)

その他(n=22)
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（３）子育てに関する不安や悩みを解消するために重要だと思うこと 

○全ての世帯において「経済的に安定すること」が８割強～約９割で最も多く、特にひとり親世帯は、

その割合が多くなっています。 

 

世帯構成別、子育てに関する不安や悩みを解消するために重要だと思うこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

68.9

49.8

45.6

87.1

75.7

13.3

12.6

39.5

41.1

3.2

0.6

63.6

67.0

52.5

83.4

74.1

18.5

16.3

50.0

50.5

2.1

1.1

70.1

69.4

43.5

81.6

76.9

13.6

14.3

40.1

42.2

2.7

0.0

63.6

50.0

31.8

90.9

81.8

36.4

31.8

40.9

54.5

0.0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもと接する時間が十分あること

家族の理解・協力が得られること

信頼できる身近な人と気軽に相談できること

経済的に安定すること

時間にゆとりが持てること

子育て支援センターなどで気軽に相談できること

地域とのつながりを持つこと

学校生活・教育環境が整うこと

遊び場・生活環境が整うこと

その他

無回答

ひとり親世帯(n=309)

核家族世帯(n=1,745)

三世代家族世帯(n=147)

その他(n=22)
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（４）日頃、子どもをみてもらえる親戚・知人の有無 

○ひとり親世帯では、「緊急時には祖父母等の親族にみてもらえる」が５割台半ば、「日常的に祖父母

等の親族にみてもらえる」が約４割となっています。 

○日ごろ子どもをみてもらえる親族・知人が「いずれもいない」との回答は、核家族世帯では約２割、

ひとり親世帯は約１割となっています。 

 

世帯構成別、日頃、子どもをみてもらえる親戚・知人の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.5

54.0

3.6

12.0

10.4

0.0

25.6

60.1

2.1

10.4

19.5

0.1

72.8

38.8

2.0

7.5

3.4

0.0

54.5

36.4

9.1

0.0

13.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時には祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に友人・知人にみてもらえる

緊急時には友人・知人にみてもらえる

いずれもいない

無回答

ひとり親世帯(n=309)

核家族世帯(n=1,745)

三世代家族世帯(n=147)

その他(n=22)
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３.３ 世帯年収別集計 
 

（１）理想とする子どもの人数とその実現の見込み 

○世帯年収別に理想とする子どもの人数をみると、世帯年収の高い区分では「３人」という回答の割

合が多くなっています。 

○「１人」という回答については、100 万円未満では 3 割弱、100 万円以上 200 万円未満では１割強

と他の世帯年収区分に比べて多くなっています。 

○理想の子どもの人数が「1人」とする世帯は、世帯年収が低い区分で多くなる傾向がみられます。 

 

世帯年収別、理想とする子どもの人数（単数回答） 

 

○理想とする子どもの人数の実現の見込みについては、「理想とする子どもの人数を実現している」

が５割台半ば～７割強で最も多くなっており、100 万円未満が一番高く７割強となっています。 

 

世帯年収別、理想とする子どもの人数の実現の見込み（単数回答） 

 

 

28.8

13.7

12.9

9.4

8.4

5.2

5.8

3.8

42.4

45.2

47.7

50.9

46.9

49.8

49.5

46.2

23.7

33.9

29.7

32.5

38.0

37.8

40.1

46.8

3.4
7.3

6.5

5.4

5.9

6.6

4.1

3.2

1.7

0.0

3.2

1.8

0.8

0.5

0.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100万円未満(n=59)

100万円以上200万円未満(n=124)

200万円以上300万円未満(n=155)

300万円以上400万円未満(n=277)

400万円以上500万円未満(n=358)

500万円以上700万円未満(n=650)

700万円以上1000万円未満(n=414)

1000万円以上(n=158)

1人 2人 3人 4人以上 無回答

72.9

58.1

61.9

54.2

53.6

54.6

55.1

58.9

20.3

34.7

31.0

36.5

36.3

35.1

33.1

32.3

3.4

7.3

5.8

8.3

9.5

9.8

11.4

8.9

3.4

0.0

1.3

1.1

0.6

0.5

0.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100万円未満(n=59)

100万円以上200万円未満(n=124)

200万円以上300万円未満(n=155)

300万円以上400万円未満(n=277)

400万円以上500万円未満(n=358)

500万円以上700万円未満(n=650)

700万円以上1000万円未満(n=414)

1000万円以上(n=158)

理想とする子どもの人数を実現している 理想とする子どもの人数の実現は難しい 今後実現したい 無回答
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○理想とする子どもの人数の実現が難しい理由については、500 万円未満で「経済的に厳しい」が８

割弱で最も多くなっています。 

○700 万円未満では「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が６割強～６割台半ばと多くなっていま

す。 

世帯年収別、理想とする子どもの人数の実現が難しい理由（複数回答） 

  

75.0

66.7

25.0

58.3

25.0

25.0

33.3

8.3

8.3

33.3

0.0

0.0

79.1

65.1

23.3

27.9

23.3

20.9

41.9

11.6

7.0

27.9

11.6

2.3

72.9

62.5

20.8

25.0

18.8

18.8

37.5

22.9

6.3

27.1

22.9

0.0

79.2

66.3

30.7

15.8

21.8

15.8

37.6

19.8

5.9

14.9

12.9

1.0

75.4

66.9

33.8

16.9

19.2

23.1

46.2

10.8

3.8

17.7

16.9

0.8

64.9

64.9

36.8

15.4

14.5

30.3

39.9

18.4

7.9

21.9

13.2

0.4

47.4

48.9

41.6

12.4

15.3

24.8

42.3

16.1

13.9

17.5

20.4

0.0

39.2

51.0

47.1

21.6

9.8

23.5

39.2

17.6

13.7

33.3

23.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

経済的に厳しい

子育てや教育にお金がかかりすぎる

仕事に差し支える

仕事の将来に不安がある

家が狭い

健康上の課題

育児の負担が大きい

配偶者等から協力を得られない

配偶者が望まない

子どもを育てられる社会環境ではないから

その他

無回答

100万円未満(n=12)

100万円以上200万円未満(n=43)

200万円以上300万円未満(n=48)

300万円以上400万円未満(n=101)

400万円以上500万円未満(n=130)

500万円以上700万円未満(n=228)

700万円以上1000万円未満(n=137)

1000万円以上(n=51)



104 

（２）普段の家計の状況 

○ “黒字”（「黒字（毎月貯金をしている）」と「黒字（貯金はしていない）」の合計）は年収が低いほ

ど少ない傾向にあり、300 万円未満では 1割以下となっています。 

 

世帯年収別、普段の家計の状況（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.8

8.9

9.7

13.4

19.0

30.2

51.9

72.2

1.7

8.1

3.9

6.9

7.5

10.3

10.1

9.5

44.1

50.0

39.4

41.2

45.5

39.4

28.3

13.3

28.8

15.3

27.7

20.9

19.0

14.3

7.5

3.2

15.3

16.1

17.4

16.6

8.1

5.1

1.7

1.9

3.4

1.6

1.9

1.1

0.8

0.8

0.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100万円未満(n=59)

100万円以上200万円未満(n=124)

200万円以上300万円未満(n=155)

300万円以上400万円未満(n=277)

400万円以上500万円未満(n=358)

500万円以上700万円未満(n=650)

700万円以上1000万円未満(n=414)

1000万円以上(n=158)

黒字（毎月貯金している） 黒字（貯金はしていない） どちらでもなく、ぎりぎり

赤字（貯金を取り崩している） 赤字（借り入れが必要な状況） 無回答
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（３）経済的な理由で食料を買えなかった経験等の有無 

○経済的な理由で食料を買えなかった経験の有無については、全体的に「まったくなかった」が多く

なっていますが、年収区分が低くなるに従い、“あった”（「よくあった」「ときどきあった」「まれに

あった」の合計）という回答の割合が多くなり、100 万円未満では６割弱、100 万円以上 200 万円

未満では５割台半ばとなっています。 

 

世帯年収別、経済的な理由で食料を買えなかった経験の有無（単数回答） 

 

 

○経済的な理由で暖房が使えなかった経験の有無についても同様に、全体的に「まったくなかった」

が多くなっていますが、年収が低くなるに従い、“あった”（「よくあった」「ときどきあった」「まれ

にあった」の合計）という回答の割合が多くなり、100 万円未満では約４割、100万円以上 200 万

円未満では４割台となっています。 

 

世帯年収別、経済的な理由で暖房が使えなかった経験の有無（単数回答） 

 

13.6

10.5

5.8

6.1

3.4

1.8

0.7

1.3

25.4

28.2

23.9

15.9

8.7

6.3

2.2

1.3

18.6

16.9

18.7

20.2

17.3

10.5

5.6

3.8

42.4

44.4

50.3

56.3

69.8

81.2

91.3

93.7

0.0

0.0

1.3

1.4

0.8

0.2

0.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100万円未満(n=59)

100万円以上200万円未満(n=124)

200万円以上300万円未満(n=155)

300万円以上400万円未満(n=277)

400万円以上500万円未満(n=358)

500万円以上700万円未満(n=650)

700万円以上1000万円未満(n=414)

1000万円以上(n=158)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

6.8

6.5

5.8

3.2

1.4

1.1

0.5

0.0

13.6

21.0

11.0

9.7

5.0

3.8

1.2
3.8

18.6

14.5

16.1

10.5

9.8

6.5

3.4

1.9

61.0

58.1

65.8

75.8

83.0

88.5

94.4

94.3

0.0

0.0

1.3

0.7

0.8

0.2

0.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100万円未満(n=59)

100万円以上200万円未満(n=124)

200万円以上300万円未満(n=155)

300万円以上400万円未満(n=277)

400万円以上500万円未満(n=358)

500万円以上700万円未満(n=650)

700万円以上1000万円未満(n=414)

1000万円以上(n=158)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答
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（４）子どもを病院等で受診させられなかった経験の有無及びその理由 

○子どもを病院等で受診させられなかった経験の有無については、「あった」が１割強～２割弱とな

っています 

 

 

世帯年収別、子どもを病院等で受診させられなかった経験の有無（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.6

16.1

16.8

19.5

13.4

14.9

12.8

81.4

83.9

81.9

79.8

86.0

85.1

87.0

0.0

0.0

1.3

0.7

0.6

0.0

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100万円未満(n=59)

100万円以上200万円未満(n=124)

200万円以上300万円未満(n=155)

300万円以上400万円未満(n=277)

400万円以上500万円未満(n=358)

500万円以上700万円未満(n=650)

700万円以上1000万円未満(n=414)

あった なかった 無回答
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○子どもを受診させられなかった理由については、全体として「仕事で時間がなかった」が最も多く

なっています。 

 

世帯年収別、子どもを受診させられなかった理由（複数回答） 

 

  

36.4

9.1

54.5

27.3

36.4

18.2

0.0

9.1

0.0

35.0

10.0

35.0

5.0

20.0

10.0

25.0

20.0

5.0

38.5

7.7

57.7

7.7

26.9

7.7

7.7

11.5

0.0

42.6

5.6

44.4

14.8

16.7

9.3

13.0

11.1

1.9

41.7

2.1

29.2

10.4

16.7

14.6

8.3

20.8

0.0

22.7

1.0

52.6

12.4

17.5

10.3

6.2

26.8

2.1

1.9

0.0

64.2

17.0

17.0

5.7

9.4

28.3

0.0

0.0

0.0

65.0

15.0

15.0

5.0

0.0

25.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

お金がなかった

保険証がなかった

仕事で時間がなかった

他の子どもの世話で時間がなかった

自分の健康状態が悪かった

病院が遠い

子どもが嫌がった

その他

無回答

100万円未満(n=11)

100万円以上200万円未満(n=20)

200万円以上300万円未満(n=26)

300万円以上400万円未満(n=54)

400万円以上500万円未満(n=48)

500万円以上700万円未満(n=97)

700万円以上1000万円未満(n=53)

1000万円以上(n=20)
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３.４ 子どもの人数別集計 
 

（１）地域子育て支援拠点事業等の利用状況 

○地域子育て支援拠点事業等は、本調査の結果（問 26）から、利用者の多くが０～２歳であり、１人

と多子ではあまり差のない結果となっています。 

 

子どもの人数別、地域子育て支援拠点事業等の利用状況（単数回答） 

 
 

（２）「子育て支援センター」の今後の利用希望 

○「子育て支援センター」の今後の利用希望については、０～２歳の２割台半ばが“利用したい”（「今

後利用日数を増やしたい」と「今後利用したい」の合計）と回答しています。 

 

子どもの人数別、「子育て支援センター」の今後の利用希望（単数回答） 

 
  

22.9

23.5

7.8

6.6

73.5

74.1

1.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人(n=245)

多子(n=243)

【０～２歳】

子育て支援センター 市内で実施している類似の事業 利用していない 無回答

9.0

10.7

15.5

15.6

72.2

72.8

3.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人(n=245)

多子(n=243)

【０～２歳】

今後利用日数を増やしたい 今後利用したい 利用日数を増やしたりしたいとは思わない 無回答
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４ まとめ 

 

４.１ 子どもと家族の状況や子育て環境 
 

○日常的に子育てに関わっている人・施設では「父母ともに」割合が 6 割台半ば～7 割台半ばとなっ

ており、次いで「主に母親」が 3割弱～３割台半ばとなっています。（P9） 

○ひとり親家庭は２割弱となっています。（P8） 

○日頃こどもをみてもらえる親族・知人が「いずれもいない」という回答は１割台半ば～２割弱とな

っています。（P11） 

 

子育てに関わっているのは、父母以外では、日常的に祖父母等の親族にみてもらえる保護者が多く、

また、多くの方が子育てをする上での相談先・場所があるとしています。 
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４.２ 保護者の就労状況、子育て支援サービスの現状と今後の利用希望 
 

○母親の就労状況について、０～２歳では「就労している（フルタイム）」と「就労している（パート・

アルバイト）」を合わせると約５割となっています。（P13） 

○３歳以上では「就労している（パート・アルバイト）」が３割台半ば～４割台半ばで最も多く、次い

で「就労している（フルタイム）」が３割台となっており、6歳以上については「就労している（フ

ルタイム）」と「就労している（パート・アルバイト）」を合わせると８割弱となっています。（P13） 

○現在就労していない母親については、５歳以下では「１年より先で子どもの成長後に就労した

い」が４割弱～４割強で最も多くなっています。（P17） 

○６歳以上では「子育てや家事などに専念したい」が４割弱～約４割で最も多くなっている一方、

５歳以下に比べ、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が多くなっています。（P17） 

 

○平日の定期的な教育・保育事業の利用状況は、３～５歳では、「認定こども園」が５割で最も多く、

次いで「幼稚園」が約３割、「認可保育所」が１割台半ばとなっています。０～２歳では「利用して

いない、利用したことがない」が３割強で最も多くなっており、次いで「認定こども園」が３割弱、

「認可保育所」が１割台半ばとなっています。（P23） 

 

○定期的に利用している教育・保育の事業と今後利用したい教育・保育の事業を比較すると、「幼稚

園」、「幼稚園の預かり保育」「認可保育所」「一時預かり事業」「ファミリー・サポート・センター」

で利用したい割合が増加しています。（P29） 

○利用している（利用したことがある）中での問題・課題については、「料金」が約２割～４割台半ば

で最も多くなっています。（P24） 

 

○「こども誰でも通園制度」の利用意向については、「希望する」が５割となっています。また、利用

したい日数は、「週５日」が４割台半ばとなっています。（P26） 

 

○土曜日、日曜日・祝日の利用希望では、土曜日は、３～５歳、０～２歳とも「利用する必要はない」

が５割強で最も多くなっていますが、“利用したい”（「ほぼ毎週利用したい」と「月に１～２回は利

用したい」の合計）も４割台半ばとなっています。（P37）日曜日・祝日は、「利用する必要はない」

が７割台半ばで最も多くなっています。（P38） 

 

○幼稚園利用者の長期休暇期間中の教育・保育事業の利用希望については、３～５歳、０～２歳とも

無回答を除いて「ほぼ毎日利用したい（利用したかった）」が 2 割台半ば～約 3 割で多くなってお

り、“利用したい”（「ほぼ毎日利用したい（利用したかった）」と「週に数日利用したい（利用した

かった）」の合計）は５割弱～５割台半ばを占めています。（P40） 
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○病気などで教育・保育事業が利用できなかった場合の対応状況については、「母親が仕事を休んだ」

が５割強～7 割台半ば、「親族・知人に子どもをみてもらった」「父親が仕事を休んだ」が２割弱～

３割強で多くなっています。また、９～11 歳では「仕方なく子どもだけで留守番させた」が２割弱

と他の年齢区分に比べて多くなっています。（P42） 

 

○病児・病後児のための保育施設等の利用希望は、「利用したいとは思わない」が７割台半ば～９割強

と多くなっているものの、５歳以下では「できれば病児・病後児保育施設等を利用したかった」が

２割台となっているなど、一定数の利用希望がみられます。（P44） 

○病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない理由は「親が休んで対応する」が６割台

半ば～約７割、「親族が看てくれる」が２割台半ば～３割強となっています。（P45） 

 

○不定期の教育・保育事業の利用については、「利用していない」が７割台半ば～９割台半ばで最も多

くなっていますが、３～５歳については、「幼稚園の預かり保育（不定期の利用のみ）」について約

２割の利用があります。「幼稚園の預かり保育（不定期の利用のみ）」の年間の利用日数については、

未就学児童で「10 日以上」が５割強、就学児童では６割と最も多くなっています。（P47） 

 

○私用・通院・不定期就労等での不定期の教育・保育事業の利用希望については、「利用する必要はな

い」が多くなっていますが、３～５歳は４割弱、０～２歳は３割強が「利用したい」と回答してい

ます。「利用したい」と回答した人の利用目的については、「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通

院等」が５割弱～７割弱、「私用、リフレッシュ目的」が６割弱～約８割で多くなっています。（P48） 

 

○泊りがけで家族以外に預けることの希望の有無については、「希望しない」が９割台で最も多くな

っていますが、年齢の低下とともに、「希望する」割合が増えている傾向がみられます。（P50） 

○泊りがけで預けることを希望する場合の利用目的については、０～２歳では「保護者や家族の病気」

が約７割と最も多く、次いで「保護者や家族の育児疲れ・不安」が６割弱となっています。３～５

歳では「保護者や家族の育児疲れ・不安」が６割台と最も多く、次いで「保護者や家族の病気」が

４割台半ばとなっています。就学児童の年代では、「保護者や家族の病気」「保護者や家族の育児疲

れ・不安」がいずれも５割強から６割台半ばとなっています（P51） 

 

○地域子育て支援拠点事業の利用状況は、「利用していない」が７割台半ば～９割強で最も多くなっ

ていますが、０～２歳では、「子育て支援センター」が２割強、「その他市内で実施している類似の

事業」が１割弱となっています。利用している人の月当たりの利用回数については、子育て支援セ

ンターでは「月に１回程度」が３割弱で最も多く、次いで「月に２回程度」が２割強となっていま

す。（P52） 

 

○釧路市の子育て支援に関する事業の満足度やその理由については、「満足」との回答は、6～11 歳で

は「乳児家庭全戸訪問事業」「妊婦健康診査」「乳幼児健診事業」が２割台半ば、3～5 歳児では「乳

児家庭全戸訪問事業」が約３割と多くなっています。（P54） 
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○各事業の認知度については、「養育支援訪問事業」「子育て短期支援事業」で「知らなかった」の割

合が特に多くなっています。（P54） 

○今後の利用希望については、０～２歳で「地域子育て支援拠点事業」「妊婦健康診査」「乳児家庭全

戸訪問事業」等、14項目中 8項目で「利用したい」が５割を超えています。（P56） 

 

○放課後の過ごし方の希望をみると、３歳以上では、「自宅」が約７割～８割強で最も多く、次いで

「習い事」が４割強となっています。０～２歳では、「自宅」が６割台半ばで最も多く、次いで「習

い事」「放課後児童クラブ」が４割台半ば～５割強となっています。（P59） 

○放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望をみると、０～２歳以外では「１～３年生の間は利用し

たい」が５割台半ばと多くなっています。０～２歳では「１～６年生において利用したい」が６割

弱で多く、他の年代と比較して６年間利用したいと検討している傾向がみられます。（P63） 

○土曜日については、すべての年齢区分において「利用する必要はない」が最も多いものの、３～５

歳については「１～３年生の間は利用したい」が３割弱、０～２歳については「１～６年生におい

て利用したい」が２割台半ばで、６歳以上に比べて多くなっています。（Ｐ64） 

○長期休暇期間中は平日と同様に利用希望は多く、０～２歳以外では「１～３年生の間は利用したい」

と「１～６年生において利用したい」を合わせて約９割～９割台半ばと多くなっています。（P67） 

 

母親の就労状況をみると、週５日働いている方が多く、教育・保育事業を利用できる時間帯や場所等

の利便性を求める方もみられます。 

また、釧路市の子育て支援に関する事業の一部について、認知度が低い傾向がみられることから、事

業内容や利用方法についての周知を図る必要性がうかがえます。 

 

  



113 

４.３ 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度 
 

○育児休業の取得状況をみると、母親では「取得した（取得中である）」が５割弱であるのに対し、父

親では「取得していない」が８割を占め、父親のほとんどは育児休業を取得していない結果となっ

ています。（P72） 

○母親の育児休業から職場復帰した際の実際の取得期間と希望する取得期間については、実際、希望

とも「子どもが２歳になる前まで」が４割弱～６割弱で最も多くなっています。（P75） 

○育児休業から職場復帰した際の実際と希望が異なる母親の、希望より早く職場復帰した理由につい

ては「経済的な理由のため」「職場の都合」が３割強となっています。（P76） 

○育児休業を取得した（取得中である）母親の短時間勤務制度の利用有無については、「短時間勤務制

度を利用しなかった（しない）」が５割強を占め、「短時間勤務制度を利用した（する）」は４割台半

ばとなっています。職場復帰時に「短時間勤務制度を利用しなかった（利用しない）」理由をみると、

「給与が減額され経済的に苦しくなる」が４割台半ばで最も多く、次いで「取りにくい雰囲気があ

った」が約３割、「仕事が忙しかった」が２割台半ばとなっており、経済的理由と職場の子育て支援

環境によるものが多くなっています。（P77） 

 

母親においては育児休業を取得している方が多いものの、育児休業の期間においては、希望どおりの

期間を取得できていない方が多く、その理由として、「経済的な理由」や「職場の都合」が多くなってい

ます。就業している親にとって、育児と仕事を両立する環境整備の必要性がうかがえます。 
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４.４ 子育てと経済的環境 
 

○理想とする子どもの人数については、「２人」「３人」がそれぞれ３割強～５割強と多くなっていま

すが、０～２歳では「３人」が３割強であるのに対し、「２人」が５割を超えています。（P79） 

○理想とする子どもの人数の実現の見込みについて、「理想とする子どもの人数を実現している」が

４割強～６割台半ばと最も多くなっており、5 歳以上になると「理想とする子どもの人数の実現は

難しい」が 3割台半ばとなっています。（P79） 

○理想とする子どもの人数の実現が難しい理由としては、「経済的に厳しい」が６割弱～８割弱、「子

育てや教育にお金がかかりすぎる」が５割台半ば～6割台半ばと多くなっています。（P80） 

○子育てをする中で不安に思っていること、困っていることをみると、「経済的な面」が４割台半ば～

約６割、「しつけ・育児方法・接し方」が４割強～５割台半ば、次いで「子どもの健康や性格」が４

割強～約５割、「子どもの学校生活・教育環境」が３割台半ば～５割強などとなっています。（P81） 

 

○釧路市の地域の環境や子育て支援策として特に期待することをみると、「子育てに関する経済的支

援の充実」が約６割～６割台半ば、「子どもが安心して遊べる公園等の整備」が４割台半ば～５割台

半ば、「職場環境の整備に向けた事業所等への働きかけ」が４割弱～４割強で多くなっています。

（P87） 

 

○世帯構成別の世帯年収をみると、核家族世帯では「500 万円以上 700 万円未満」が３割強、三世代

家族世帯では「400 万円以上 500 万円未満」が３割弱で最も多くなっています。 

○ひとり親世帯では「100 万円以上 200 万円未満」が約３割で最も多く、次いで「200 万円以上 300

万円未満」が２割強となっています。 

（P98） 

 

子育てや教育にお金がかかりすぎると感じ、子どもを産み育てるための経済的支援の充実や、しつけ、

育児方法、接し方などにも不安を感じており、経済的な部分以外でも子育てへのサポートの必要性がう

かがえます。 

 


